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運営委員の皆さん

新成人代表の三輪郁絵さん

二十歳の宣言をした
谷口翔梧さん

漫才：吉田亮さん、跡部礁茉さん

新成人代表の木村泰士さん

総合司会の田代丈二さんと
後藤麻裕さん

歌：古里研人さん、緒田一馬さん

大人としての
誓
い
新
た
に

平成 27・2  （2） 

▼二十歳の決意
　世界には同世代で活躍してい
る人が大勢いるので、早く追い
つけるように実力をつけたいです。
世界で戦えるように、まずはチー
ムで結果を出します。
▼日本代表に選出されて
　コンディションもよかったし、自
分にもチャンスがあると思ってい
た。トップレベルの選手たちとの
練習や試合を通し、得るものが
たくさんあった。自分に足りない
ものを埋めていきたい。
▼市民の皆さんへメッセージ
　皆さんのサポートがあって、こ
こまでやってこれたと思っていま
す。感謝はプレーでしか返せな
いと思っているので、多くの試合
に出て、宇土市を盛り上げてい
きたいです。

緑川小、住吉中を経て、現在
鹿島アントラーズに所属。
1月、AFCアジアカップ2015
で日本代表に初選出。

植
うえだ

田直
なおみち

通さん

宇土から世界へ

〜植田直通選手後援会が発足しました〜　
　後援会（元松茂樹会長）への入会・会費等の詳細は、事務
局長（中山）☎090（2582）9475に問い合せください。
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１
月
11
日
、
市
民
会
館
で
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
色
鮮
や
か
な

振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
な
ど
で
着
飾
っ

た
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
新

成
人
３
６
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
の
企
画
や
運
営
、
当
日
の
受
付

や
司
会
な
ど
を
32
人
の
新
成
人
が

担
当
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
新
成
人

に
よ
る
漫
才
や
歌
の
披
露
、「
思

い
出
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
」
が
あ
り
、

会
場
は
暖
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
の
田
代
丈

二
さ
ん
と
後
藤
麻
裕
さ
ん
が
総
合

司
会
を
務
め
、
式
全
体
を
進
行
。

元
松
茂
樹
市
長
が「
不
安
を
希
望

に
変
え
、
堂
々
と
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
木
村
泰
士

さ
ん
と
三
輪
郁
絵
さ
ん
が
成
人
を

迎
え
て
の
決
意
を
発
表
、
谷
口
翔

梧
さ
ん
が
二
十
歳
の
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

　
式
終
了
後
、
新
成
人
た
ち
は
卒

業
し
た
中
学
校
ご
と
に
記
念
撮
影

を
行
い
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
恩

師
や
友
人
と
話
し
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
再
会
を
喜
び
ま
し

た
。

恩師・友人とともに記念撮影（鶴城中：花園小校区）

恩師・友人とともに記念撮影（網田中校区）

恩師・友人とともに記念撮影（住吉中校区）

恩師・友人とともに記念撮影（鶴城中：宇土東・走潟小校区）

恩師・友人とともに記念撮影（鶴城中：宇土小校区）
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消
防
団
の
現
状

　
消
防
団
の
役
割
が
拡
大
し
、
地
域
住
民
の

期
待
が
高
ま
る
状
況
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

人
口
の
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

や
産
業
・
就
業
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
、
全

国
的
に
見
て
消
防
団
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

市
で
も
団
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、
機
能
別
消
防
団
員

制
度
（
※
）
の
導
入
や
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
に
よ
り
、
消
防
団
へ
の
入
団
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）
平
日
の
昼
間
に
活
動
が
制
限
さ
れ
る

消
防
団
員
に
代
わ
り
、O
B
を
活
用
す
る
制
度
。

市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　
こ
れ
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協

力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
と

同
時
に
、
事
業
所
の
協
力
を
通
じ
て
、
地
域

防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
近
年
は
各
地
区
で
想
定
外
の
災
害
等
が
発

生
し
、
市
民
の
身
体
・
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
消
防
団
の
機
能
強
化
を
国
と
し
て
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
の
消
防

団
員
の
約
7
割
が
被
雇
用
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
有
事
に
は
消
防
団
員
を
雇
用
す
る
事
業

所
の
消
防
団
活
動
へ
の
一
層
の
理
解
と
協
力

を
得
る
た
め
、
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
を
顕
彰
す
る
「
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
制
度
」
の
構
築
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
消
防
団

員
の
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
と
地
域
防
災

体
制
の
充
実
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
と
は
？

　
消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
各
市

町
村
に
設
置
さ
れ
た
消
防
機
関
で
す
。「
自

ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に

基
づ
き
、
普
段
は
仕
事
や
学
校
に
行
き
な
が

ら
、
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
災
害
発
生
時
に

は
警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
を
行
う
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
防
災
の
中
心
的
な
役
割
を
担

う
組
織
で
す
。
現
在
、
宇
土
市
消
防
団
は

6
1
5
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
火
災
予
防
の
啓
発
や
広
報

活
動
、
女
性
消
防
隊
は
、
主
に
高
齢
者
世
帯

な
ど
へ
の
火
災
予
防
の
啓
発
や
応
急
救
護
指

導
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
が
頻
発
す
る
昨
今
、
消
防
団

員
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
特
性

　
消
防
団
は
、「
地
域
密
着
性
」、「
要
員
動

員
力
」、「
即
時
対
応
力
」
と
い
う
特
性
を
生

か
し
な
が
ら
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
密
着
性

　
消
防
団
員
は
管
轄
区
域
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
・
通
学
し
て
い
る
の
で
、
地
域
の
事
情

に
精
通
し
、
地
域
に
密
着
し
た
存
在
で
す
。

◆
要
員
動
員
力

　
消
防
団
員
は
、
消
防
職
員
数
の
約
５
・
４

倍
の
人
数
が
い
ま
す
。

◆
即
時
対
応
力

　
消
防
団
員
は
日
頃
か
ら
教
育
訓
練
に
よ
り

災
害
対
応
の
技
術
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま

す
。

まちの安全を守る消防団

問合せ先　危機管理課危機管理係☎㉒１１１１（内線２２４１）
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「宇土市消防団」
消防点検開催

消防団員・
女性消防団員
大 募 集 ！

地域を守り、災害に強いまちづくりのため、
市消防団はあなたの“チカラ”を待っています！！

《入団資格》
・18歳以上の人
・市内にお住まいの人、またはお勤めの人
・心身ともに健康な人
《処遇》
消防団員は非常勤特別職の地方公務員で、年報酬・出
動手当等が支給されます。

宇土東小学校区で行われた市防災訓練

台風や豪雨時に、土のうなどで浸水を防ぐ

秋季火災予防運動 消防団同士が訓練の成果を競う小型ポンプ操法

海のレジャーシーズンを前に行われた水難訓練

夏季訓練で行われる玉落とし競技

救急法・AEDの使い方を指導（うき防災フェア）

消
防
団
の
活
動

　
消
防
団
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
の

安
全
安
心
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い

存
在
で
す
。
災
害
の
と
き
だ
け
で

な
く
、
日
頃
か
ら
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
な
ど
の
ほ
か
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
、
訓
練
を
行
っ
た

り
、
地
域
の
人
た
ち
へ
の
防
災
訓

練
や
行
事
へ
の
手
伝
い
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　火災や災害から市民の生命と財産を守るため、日

頃訓練した成果を発揮する「消防点検」を開催します。

　消防点検では、活動に対する表彰や各分団対抗の

ポンプ操法競技等を行います。

　地元団員の勇姿にご声援をお願いします。

日時　2月22日（日）午前8時30分～

場所　市防災センター（雨天時：市民体育館）
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▶ 住民税・国保税申告相談日程表　
月　日 地区名 時間・場所

2月25日（水） 轟 地 区

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

2月26日（木） 走潟地区

2月27日（金） 緑川地区

3月 3日（火）
網津地区

3月 4日（水）

3月 5日（木）

網田地区3月 6日（金）

3月 9日（月）

3月１０日（火）

花園地区3月１１日（水）

3月１2日（木）

3月１3日（金）
宇土地区

3月１6日（月）

住民税申告
▼
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
、
宇

土
市
に
居
住
し
、
所
得
税
の
確
定

申
告
の
必
要
の
な
い
人
で
、

●
平
成
26
年
中
に
給
与
・
年
金
所

得
以
外
の
所
得
（
営
業
・
農
業
・

不
動
産
・
そ
の
他
の
事
業
な
ど
）

が
あ
っ
た
人

●
給
与
所
得
者
で
平
成
26
年
の
途

中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な

い
人

●
平
成
26
年
中
に
、日
雇
い
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収
入
が

あ
っ
た
人

●
公
的
年
金
受
給
者
の
人
で
、
社

会
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け
る

人
や
ほ
か
の
収
入
が
あ
っ
た
人

住
民
税（
国
保
税
）の
申
告
相
談
は

2
月
20
日
～
3
月
16
日
ま
で

　
今
年
も
申
告
相
談
を
下
の
日
程
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
は
「
住
民
税
・

国
保
税
申
告
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
申
告
に
必
要
な
書
類
を
持
参
し
、
指
定
の
日
時

に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
収
支
報
告
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
人
は
作
成
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
ま
た
、「
住
民
税
・
国
保
税
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
か
な
か
っ
た
人
で
申
告
が
必
要
な
人
（
次
ペ
ー
ジ
の

図
か
ら
判
断
し
て
く
だ
さ
い
）
は
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
住
民
税
・
国
保
税
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
税
務
課
課
税
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
５
１
１
・
２
１
４
６
）

▼
申
告
に
必
要
な
書
類

　
　
　

 

・
給
与
所
得
の
人
は
、
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
給
与
支
払
者
の
証
明

書
な
ど

・
事
業
所
得
の
人
は
、
収
支
明
細

書
な
ど
の
収
入
や
必
要
経
費
な

ど
を
確
認
で
き
る
書
類

・
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民

年
金
保
険
、
生
命
保
険
、
地
震

保
険
、
長
期
損
害
保
険
（
平
成

18
年
12
月
末
ま
で
締
結
し
た
も

の
）
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
支

払
証
明
書

・
医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除
を
受

け
る
人
は
、
医
療
費
の
領
収
書

や
損
害
額
を
証
明
で
き
る
書
類

な
ど

・
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、

寄
附
金
の
領
収
書
（
申
告
用
の

証
明
書
）

・
印
鑑

※
国
民
健
康
保
険
税
（
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
分
除
く
）
の
納
付

証
明
書
は
、
1
月
中
旬
に
該
当

世
帯
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
（
い
ず
れ
も
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
分
除
く
）
の
納

付
証
明
書
は
福
祉
課
・
保
険
課

窓
口
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
よ
っ

て
納
付
さ
れ
た
保
険
税
等
の
額

に
つ
い
て
は
、
年
金
保
険
者
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
に
納
付
額
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま

証
明
書
と
し
て
使
え
ま
す
の
で
、

市
か
ら
納
付
証
明
書
は
送
付
し

ま
せ
ん
。

▼
申
告
を
し
な
い
と

　
提
出
し
た
申
告
書
は
、
住
民
税

の
課
税
資
料
の
ほ
か
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
算

定
資
料
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
が
な
い
場
合
、
適
正
な
算
定
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
営
住
宅

や
保
育
園
な
ど
の
手
続
き
に
必
要

な
所
得
証
明
書
も
発
行
で
き
ま
せ

ん
。

※
2
　月
20
　・
23
　・
24
　日
は
同
会
場

で
公
的
年
金
の
み
の
受
給
者
を

対
象
に
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
公
的
年
金
等
の
み
の
収
入
で
も
、

控
除
の
追
加
が
あ
れ
ば
税
額
が
下

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所
得
控

除
（
※
）
の
追
加
の
あ
る
人
は
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
て
必
ず
申
告
を

し
ま
し
ょ
う
。

（
※
）所
得
控
除
と
は
：
所
得
か
ら

差
し
引
か
れ
る
金
額
の
こ
と
で
、

社
会
保
険
料
控
除
・
生
命
保
険

料
控
除
・
地
震
保
険
料
控
除
・

障
害
者
控
除
・
寡
婦
（
夫
）
控

除
・
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
・
医
療
費
控

除
な
ど
が
あ
り
、
申
告
に
よ
り

該
当
す
る
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
証
明
書
の
添
付

が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
）。
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住民税申告
▶ 住民税の申告をする必要があるか矢印にそって判断してみましょう
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（※）

■
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　平
成
26
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
2
月
16
日
（
月
）
～
3
月
16

日
（
月
）
で
す
。

　
所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採

用
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
と
納

税
は
、
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、

郵
送
等
で
も
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
と
き

は
、「
復
興
特
別
所
得
税
額
」
欄

の
記
載
漏
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
財
産
を
相
続
し
た
と
き

　亡
く
な
ら
れ
た
人（
被
相
続
人
）

の
財
産
を
相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に

よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ

っ
て
取
得
し
た
場
合
、
各
相
続
人

等
が
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得

し
た
財
産
の
額
と
、
過
去
に
被
相

続
人
か
ら
相
続
時
精
算
課
税
の
適

用
を
受
け
て
贈
与
に
よ
り
取
得
し

た
財
産
の
価
額
の
合
計
額
か
ら
債

務
や
葬
式
費
用
の
金
額
を
控
除
し
、

相
続
開
始
前
3
年
以
内
の
暦
年
課

税
に
係
る
贈
与
財
産
の
価
額
を
加

算
し
た
「
正
味
の
遺
産
額
」
の
合

計
額
が
基
礎
控
除
額
を
超
え
る
場

合
、
そ
の
財
産
を
取
得
し
た
人
は
、

相
続
税
の
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
基
礎
控
除
額
は
、
1
月
1

日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
か
ら

財
産
を
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取

得
し
た
場
合
は
、
３
０
０
０
万
円

＋
（
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人

の
数
）（
改
正
前
：
５
０
０
０
万

円
＋
（
１
０
０
０
万
円
×
法
定
相

続
人
の
数
））
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
申
告
と
納
期
限
は
被
相
続
人
の

死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
（
通

常
は
被
相
続
人
が
死
亡
し
た
日
）

の
翌
日
か
ら
10
カ
月
以
内
で
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
個
別

相
談
（
関
係
書
類
等
に
よ
り
具
体

的
な
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
相
談
等
）
を
希
望
す
る
人

は
、
電
話
で
面
接
日
時
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

 

▼
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
問
合
せ
先
　
宇
土
税
務
署
☎
㉒

０
４
１
０
※
自
動
音
声
案
内

「
2
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
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▼国民健康保険制度は保険税で支えられています
　国民健康保険は、病気やけがをした時に、安心して医療が受けられるように、加入者の皆さんが国民健康保険税（以
下「国保税」とする）を出し合い、お互いに助け合う制度で、地域住民の医療の確保と健康の保持増進に大きく貢献
しています。財源は、国と県の負担金等公費部分を除いた残りの部分を、国保に加入している皆さんからの国保税
で賄う「受益者負担」が原則とされています。

▼厳しい国保財政
　近年、急速な高齢化の進展や医療技術の高度化などにより医療費は増加傾向にある一方で、景気の低迷等の影響
による国保税収入の伸び悩みなど、国保事業の運営は大変厳しい状況が続いています。これまで市では、加入者の
皆さんの負担をできる限り抑えられるよう、また急激な負担増にならないように配慮し、税率改定は慎重に検討してき
ました。このような中、平成24年度に税率を改定しましたが、それでもなお赤字運営は続いており、平成25年度には
一般会計からの法定外繰入金が2億円を超えている状況です（「図1：平成25年度決算」、「図2：法定外繰入金（赤字額）
の推移」参照）。「受益者負担」という公平性の観点からも、この繰入金の抑制が課題となっています。

〔図1：平成25年度決算（単位：万円）〕

〔図2：法定外繰入金（赤字額）の推移（単位：万円）〕

平成 27 年度から国民健康保険税の税率が変わります
～加入者（被保険者）の皆さんのご理解をお願いします～

その他
12,642

（2.61％）
保健事業費
3,226

（0.67％）

介護納付金
26,630

（5.49％）

保険給付費
319,827

（65.99％）

前期高齢者
納付金等
61

（0.01％）
前期高齢者
交付金
93,221

（19.23％）

共同事業
交付金
60,910

（12.57％）

法定内繰入金
26,510

（5.47％）

法定外繰入金
23,269

（4.80％）
共同事業
拠出金
62,860

（12.97％）

後期高齢者
支援金等
59,414

（12.26％）

歳出
48億4,660万円

その他
1,824

（0.38％）

国の負担金
139,771

（28.84％）

県の負担金
27,387

（5.65％）

退職者交付金
27,113

（5.59％）

国保税
84,669

（17.47％）

歳入
48億4,677万円

14,585
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15,000
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▼今後の取り組み
　市では、今後も国保加入者の皆さんが安心して医療を受けられるよう、レセプト点検の強化
やジェネリック医薬品（後発医薬品）の使用促進など医療費の適正化を図るとともに、保険税
の収納率向上にも努めていきます。
　また、国保財政の健全化には、皆さんのちょっとした心がけで医療費を節約することで、今
後の保険税の負担軽減にも繋がります。国保加入者の皆さんも、特定健診受診による病気の
早期発見、ジェネリック医薬品の使用等による医療費の抑制、健康管理にご協力とご理解をお
願いします。

▼平成27年度の保険税率
　国保税は、医療給付のための「医療分」、後期高齢者を支える「後期分」、介護保険を支える「介護分」で構成され、
それぞれ所得割額、均等割額、平等割額の合計金額によって決まります。
　今回、国保財政の安定的な運営を図るため、税率を次の表 （図3：税率改定表）のとおり改定します。

▼改正後の保険税額 （年額）の比較

　国保財政の運営は、全国的に厳しい状況となっており、昨今は税率の引き上げを行う市町村が増加しています。県
内14市を比較しても、宇土市の保険税率は大変低くなっており、今回の税率改定後でもなお下位に位置しています。

○4人世帯 （45歳夫婦、子ども2人）所得200万円の増額
※他市は平成26年度税率、資産割がある市は固定資産税7万円で試算

宇土市　　　A市 B市 C市 D市 E市 F市 G市 H市 I市 J市 K市 L市 M市

（単位：円）

〔図3：税率改定表〕

【参考】県内１4市の国保税の比較

問合せ先　保険課国保年金係☎㉒1111（内線2164・2167）　

項目 改定前 改定後 差率（額）

医療分

所得割 7.20％ 8.3０％ +1.10％

均等割 19,000円 22,０００円 +3,000円

平等割 20,000円 22,０００円 +2,000円

後期分

所得割 2.30％ 2.6０％ +0.30％

均等割 6,400円 7,2００円 +800円

平等割 5,800円 5,800円 据え置き

介護分

所得割 2.30％ 2.30％ 据え置き

均等割 8,800円 8,800円 据え置き

平等割 5,200円 5,200円 据え置き

モデル世帯 総所得金額 改正前① 改正後② 増加額②−①

4人世帯（45歳夫婦、子ども2人） 200万円 317,200円 354,300円 37,100円

【医療分】…医療費等の支払いに充てる税

【後期分】…後期高齢者医療制度に充てる税

【介護分】…介護保険事業に充てる税

【所得割】…世帯の加入者の前年中の総所
得金額に応じた税額

【均等割】…加入者1人あたりの税額

【平等割】…1世帯あたりの税額

400,000

350,000
354,300

394,300
381,900 381,900 379,700

370,900 369,900 363,900 359,100 355,300 350,100 343,400
335,000

299,000
300,000

0

国保税の税率
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　1月27日に平成26年度明るい選挙推進県民大会が開催さ

れ、席上「明るい選挙啓発作品コンクール 」審査結果の表

彰式が行われました。

　このコンクールは小・中学生・高校生にポスターなどの作

成を通して、選挙に関心を持ってもらおうと実施されたもの

です。

　市からは、習字部門に223点、ポスター部門に8点の応募

があり、審査の結果3人が受賞しました。（敬称略）

　任期満了に伴い熊本県議会議員一般選挙が執行されます。県民の代表を決める大切な選挙です。必ず投票に行き
ましょう。

投 票 日　4月12日（日）
投票時間　午前7時～午後7時　（終了時間が変更になりました）

　第17投票所（古場田公民館）は午後6時まで

○期日前投票
　仕事やレジャー等で投票日に投票できない人は、期日前
投票をすることができます。
期　間　　4月4日（土）～ 4月11日（土）
　　　　　毎日午前8時30分～午後8時
場　所　・市役所別館（旧市勤労青少年ホーム）
　　　　・網津公民館
　　　　・市役所網田支所

　○告示日（立候補届出日）　　　　　　　　　
　　4月3日（金）午前8時30分～午後5時
　   ・市役所別館2階　講習室（午前8時30分～午前11時）
　   ・市選挙管理委員会事務局（午前11時～午後5時）
　○開票日
　　4月12日（日）午後8時から
　   ・市民体育館
　○その他
　　◇投票所入場券
　　　入場券を紛失したり、郵送で届いていない場合でも、
　　資格があれば投票できます。
　　◇市明るい選挙広報「白ばら」
　　　広報うと3月号と同時に配布します。
　　◇「選挙公報」
　　　投票日2日前 （4月10日）までに各世帯へ配布します。

熊本県議会議員一般選挙

○投票ができる人
　平成7年4月13日以前に生まれた日本国民で、平成
27年1月2日以前から市の住民基本台帳に登録されて
いる人
○投票ができない人
　・平成27年1月3日以降に転入届出をした人
　・公民権停止の人
○不在者投票
　①他の市区町村で行う不在者投票
　　出張などで投票日まで他の市区町村に滞在する

場合は、他の市区町村選挙管理委員会で不在者
投票ができます。

　②指定病院等で行う不在者投票
　　不在者投票ができる施設として指定を受けた病

院・老人ホーム等に入院（入所）中の人は、その
施設で不在者投票ができます。

　③郵便等による不在者投票
　　身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの人で

一定の要件に該当する人や介護保険被保険者証の
要介護状態区分が「要介護5」である人は、郵便等
による不在者投票ができます。

詳しくは、選挙管理委員会へお早めに問い合せくだ
さい。

あなたの一票 地域に活かそう！

≪習字の部≫
優秀賞　花園小3年　東　翔馬

入　賞　網津小6年　伊藤清奈

　　　　鶴城中3年　国武佳子

県議会議員一般選挙

問合せ先　選挙管理委員会事務局☎㉒1111（内線2341）

明るい選挙啓発作品コンクール審査結果発表！
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県議会議員一般選挙の立会人・
期日前投票所事務従事者を募集します

期日前投票所立会人 期日前投票所
事務従事者 投票立会人

期　　間 4月4日（土）～ 4月11日（土） 4月12日（日）

時　　間 午前8時30分～午後8時 午前7時～午後7時
（午前6時30分集合）

場　　所

・市役所別館（旧市勤労青少年ホーム）
・網津公民館
・市役所網田支所
いずれか1カ所

自分の投票所での立会いと
なります。

報酬・賃金 日額　9,500円（税込） 日額　8,200円程度（税込） 日額　10,700円（税込）

職務内容
投票所で、投票が公正・適
正に行われているか立ち
会っていただきます。

期日前投票所での選挙事務
（投票の受付や投票用紙の
交付など）

投票所で、投票が公正・適
正に行われているか立ち
会っていただきます。

応募資格 立会人は、市内在住の有権者の人（選挙の時に選挙人名簿に登録されている人）

応募方法
はがき、メールまたは電話で、住所・氏名・年齢・性別・所属党派・職業・電話番号をご
連絡ください。
※応募者多数の場合は、抽選となります。

応募締切 2月27日（金）　※郵送の場合は、当日消印有効

その他
結果は後日お知らせします。応募状況などにより、希望に添えないこともありますので、
ご了承ください。また、選挙が近づきましたら事前に説明会を行います。
詳細は、選挙管理委員会事務局まで問い合せください。

申込み・問合せ先
選挙管理委員会事務局☎㉒1111（内線2341）
メール：senkan01＠city.uto.lg.jp
〒869-0492　浦田町51番地

県議会議員一般選挙

選挙の投票時間が　午後7時　までに変わります！
　期日前投票をする人が多くなり、投票終了1時間前の投票率が低いことや開票結果を早く公表するため、4月
以降の選挙から、投票日の投票終了時刻を市内全投票所で1時間短縮します。
【投票時間】
新　午前7時〜午後7時（第17投票所は午後6時）
旧　午前7時～午後8時
※期日前投票時間は、午前8時30分～午後8時で変更ありません。
投票日に行けない場合は、期日前投票制度をご利用ください。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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　市では、平成24年１０月からコミュニティバス（行長しゃん号）・ミニバス（のんなっ
せ）を運行中。生活交通手段の充実を図るために取り組んでいる市公共交通運行
事業を紹介します。

問合せ先　企画課企画政策係☎㉒１１１１（内線222１・2223）

　
交
通
空
白
地
に
お
け
る
交
通
手

段
の
確
保
を
目
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
ミ
ニ
バ
ス「
の
ん
な
っ
せ
」

の
取
組
目
標
は
、「
行
長
し
ゃ
ん

号
」
と
同
様
に
収
支
率
（
事
業
費

に
占
め
る
運
賃
収
入
）
25
％
の
達

成
で
す
。
し
か
し
、
約
2
年
間
の

収
支
率
を
見
て
も
目
標
と
し
て
い

る
数
値
に
は
程
遠
い
の
が
現
状
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
将
来
の
高

齢
化
社
会
は
市
で
も
深
刻
な
問
題

で
す
。「
住
ん
で
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
宇
土
市
」
の
実
現
の
た

め
に
は
、
生
活
環
境
の
整
備
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
一
助
と
な

る
よ
う
「
の
ん
な
っ
せ
」
を
運
行

し
て
、
将
来
の
備
え
に
な
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
の
ん
な
っ
せ
」
の
利
用
状
況
（
緑

川
地
区
・
走
潟
地
区
）

〝
口
コ
ミ
で
午
前
の
便
の
利
用
者

増
加
〟

　
今
月
は
、
緑
川
地
区
・
走
潟
地

区
か
ら
市
街
地
ま
で
を
走
る
宇
土

北
部
線
の
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
路
線
は
、
平
成
25
年
4
月

か
ら
週
に
2
回
、
月
曜
日
と
水
曜

日
の
午
前
と
午
後
4
便
を
運
行

中
。
平
成
25
年
4
月
の
乗
車
人
数

は
55
人
で
、
そ
の
月
の
収
支
率
は

14.

4
％
で
し
た
。
そ
の
年
の
合
計

乗
車
人
数
は
4
6
3
人
、
平
均

収
支
率
は
8.

17
％
で
し
た
が
、

平
成
26
年
4
月
か
ら
12
月
ま
で
の

合
計
人
数
は
9
9
0
人
、
平
均

収
支
率
は
14.

38
％
で
、
乗
車
人

数
・
収
支
率
と
も
に
初
年
度
よ
り

も
増
加
し
て
い
ま
す
（
収
支
率
の

推
移
は
図
１
）。

　
こ
の
増
加
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

利
用
者
の
口
コ
ミ
に
よ
る
「
の
ん

な
っ
せ
」
の
知
名
度
上
昇
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
乗
客
の
利
用
時
間
を
見
て
み
る

と
午
前
中
が
多
く
、
現
在
の
利
用

者
は
午
前
中
に
用
事
を
済
ま
せ
る

人
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

や
戸
別
訪
問
に
よ
る
啓
発
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
自
分
が
利
用
し

た
い
時
間
帯
や
曜
日
に
バ
ス
が
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
意
見

を
参
考
に
地
域
の
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
使
い
や
す

い
公
共
交
通
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
土
北
部
線
導
入
後
に
頂
い
た
意

見・
老
人
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
を
利
用

し
て
い
る
の
で「
の
ん
な
っ
せ
」

は
利
用
し
て
い
な
い
。

・
宇
土
北
部
線
は
時
間
が
か
か
り

過
ぎ
る
。
緑
川
と
走
潟
を
分
け

て
ほ
し
い
。

・
病
院
や
銀
行
に
行
く
の
に
使
っ

て
い
る
。
助
か
っ
て
い
る
。

コミュニティバス・ミニバスで
元気なまちづくりを

地域がつながる　未来がつながる
Vol.

5

　
な
お
、「
の
ん
な
っ
せ
」
は
市

街
地
や
交
通
上
問
題
が
あ
る
箇
所

以
外
の
ル
ー
ト
で
、
フ
リ
ー
降
車

区
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
降
り
る

場
所
を
あ
ら
か
じ
め
乗
務
員
に
お

知
ら
せ
し
て
い
た
だ
く
と
、
停
留

所
以
外
で
も
自
由
に
降
り
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
買
い
物
な
ど
の

帰
り
に
家
に
近
い
所
で
降
り
る
と

き
に
便
利
で
す
。

ミ
ニ
バ
ス
「
の
ん
な
っ
せ
」
の
現
状
②

【
緑
川
地
区
・
走
潟
地
区
】

18.00％

16.00％

14.00％

12.00％

10.00％

8.00％

6.00％

4.00％

2.00％

0.00％

14.40％

15.31％

14.17％

14.66％ 14.66％

12.69％

15.04％ 15.06％
14.38％

H25 H26

8.17％

11.22％
10.58％

12.22％

4.71％
3.71％

4.38％

8.13％

5.42％

4 5 6 7 8 9 10 11 12

13.58％ 13.81％
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　広報うとを無料アプリ「i広報紙」でお届けします！
　〜登録お願いします〜

▲ iPhone・iPadの 人
はこちらから

▲Androidの人はこち
らから

　「広報うと」が電子書籍となり、スマートフォンなどで閲覧できる
ようになりました。アプリをダウンロード（右のQRコードからダウン
ロードできます）し、居住地登録に「熊本県宇土市」を登録すると、
毎月携帯電話等にお知らせが届き、いつでもどこでも「広報うと」
を読むことができます。

問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒1111（内線2207）

何ができるの？
 ・最新号の広報紙が閲覧できます（バックナンバーあり）。
 ・気になった記事を画面上で切り取り、保存ができます。
 ・ページめくりや拡大、縮小も簡単にできます。
※閲覧するときには、無料アプリ「i広報紙」のダウンロードが必要です。
※このアプリは、広告代理店・株式会社ホープが作成したものです。

閲覧中は広告が表示されますが、その内容に宇土市は一切責任を
負いません。

※利用時のパケット通信料や回線使用料は利用者の負担となります。

誕生！！

宇土市のお役立ち情報が
　　　　　　　　あなたのポケットの中に！

（13）   平成 27・2



非常勤職員等を募集します
市役所では、平成 27 年度の非常勤職員等を次の要領で募集します。

１　募集職種・人員・条件等

No 職種 勤務先 募集
人数 職務内容 資格等 期間 勤務時間 賃金

（報酬）
社会
保険等

申込み・
問合せ先

１ 非常勤
一般事務員

総務課等
の指定す
る部署

3人
程度

各課の一般
事務等 不問 H27.4.1 ～

H28.3.31

月～金、8:30 ～ 17:15 の
うち指定する日時。
週 28 時間の勤務

1時間
715 円 雇

総務課
☎㉒ 1111

（内線 2213）

2 非常勤
日直業務員 網田支所 1人

程度
休業日の支
所日直業務 不問 H27.4.1 ～

H28.3.31

休業日（土・日・祝日・
年末年始）のみ。8:30 ～
17:15 概ね週 16 時間程度
勤務

1時間
715 円 なし 網田支所

☎㉗ 1111

3 非常勤
日直業務員 網津支所 1人

程度
休業日の支
所日直業務 不問 H27.4.1 ～

H28.3.31

休業日（土・日・祝日・
年末年始）のみ。8:30 ～
17:15 概ね週 16 時間程度
勤務

1時間
715 円 なし 網津支所

☎㉔ 3211

4 非常勤
保健師

健康づく
り課（保
健セン
ター）

1人
程度

健康指導等
保健師業務 保健師 H27.4.1 ～

H28.3.31

月～金、8:30 ～ 17:15 の
うち指定する日時。
週 29 時間の勤務

1時間
1,140 円 社　雇

健康づくり
課（保健セ
ンター）
☎㉒ 2300

5 非常勤
一般事務員

地籍
調査課

1人
程度

一般事務お
よび地籍調
査現場での
業務補助

普通
自動車
運転免許

H27.4.1 ～
H28.3.31

月～金、8:30 ～ 17:15 の
うち指定する日時。
週 28 時間の勤務

1時間
715 円 雇

地籍調査課
☎㉒ 1111

（内線 2313）

6
非常勤

幼稚園教諭
（担任あり）

市内
幼稚園

2人
程度

幼稚園教育
業務（担任
あり）

幼稚園
教諭免許

H27.4.1 ～
H28.3.31

月～金、8:30 ～ 17:15 の
うち指定する日時。
週 29 時間の勤務（※ 2）

1時間
1,200 円 社　雇

学校教育課
☎㉒ 6500

7
非常勤

幼稚園教諭
（担任なし）

市内
幼稚園

1人
程度

幼稚園教育
業務（担任
なし）

幼稚園
教諭免許

H27.4.1 ～
H28.3.31

月～金、8:30 ～ 17:15 の
うち指定する日時。
週 29 時間の勤務（※ 2）

1時間
1,000 円 社　雇

8 非常勤
幼稚園教諭

市内
幼稚園

4人
程度

幼稚園教育
業務（一時
預、延長対
応）

幼稚園
教諭免許

H27.4.1 ～
H28.3.31

月～金、8:30 ～ 17:15 の
うち指定する日時。
週 29 時間の勤務

1時間
1,000 円

～
1,200 円

社　雇

9 非常勤講師 市内
小中学校

14 人
程度

特別支援・
テ ィ ー ム
ティーチン
グ等講師

教員免許 H27.4.1 ～
H28.3.31

月～金、8:15 ～ 17:00 の
うち指定する日時。
週 29 時間の勤務（※ 2）

1時間
1,400 円 社　雇

１０ 非常勤
図書司書補

市内
中学校

1人
程度

市内中学校
図書室事務 不問 H27.4.1 ～

H28.3.31

月～金、8:30 ～ 17:15 の
うち指定する日時。
週 25 時間の勤務（※ 2）

1時間
715 円 雇

１１ 非常勤
用務員

市内幼稚
園・小中
学校

3人
程度 用務員業務 不問 H27.4.1 ～

H28.3.31

月～金、7:30 ～ 18:30 の
うち指定する日時。
週 29 時間の勤務

1時間
715 円 社　雇

１2 非常勤
一般事務員 文化課 1人

程度
歴史資料　
整理業務等 不問 H27.4.1 ～

H28.3.31

月～金、8:30 ～ 16:30 の
うち指定する日時。
週 28 時間の勤務

1時間
715 円 雇

文化課
☎㉓ 0156

１3 非常勤
一般事務員 文化課 1人

程度

遺物の洗浄・
マーキング・
接合・実測
業務等

不問 H27.4.1 ～
H28.3.31

月～金、8:30 ～ 16:30 の
うち指定する日時。
週 28 時間の勤務

1時間
715 円 雇

１4 非常勤
図書司書補 図書館

2人
程度

図書館業務 不問 H27.4.1 ～
H28.3.31

月～金 8:30 ～ 18:15、土 ・
日 8:30 ～ 17:15 のうち指
定する日時。
週 28 時間の勤務

1時間
715 円 雇 図書館

☎㉒ 4512

※ 1 社会保険等の欄中、「雇」は雇用保険適用、「社」は社会保険適用の略です。ただし、勤務時間や雇用期間によっては、法
的に適用できない場合もあります。

※ 2 № 6・7・9・10 の職種は、幼稚園・小中学校の長期休暇中（春・夏・冬）の勤務はありません。ただし、№ 10 の職種は夏季
休暇に限り、週 2日程度の勤務があります。

非常勤職員等募集

平成 27・2  （14） 



家庭教育シリーズ 64
自分を大切にできないならば、子どもを大切にすることもできない。
　子育ては大事ですが、一日中、わき目もふらずに集中していては疲れてしまいます。親のイライラは、子どもに
も伝わっていくものです。
　大変な子育てだからこそ、自分の時間をつくり、心を健康に保つことが大切です。夫婦で助け合ったり、子育て
サポーターや子育てネットワークといった育児を手伝う仲間や仕組みを活用したりして、リフレッシュする時間を
つくりましょう。
　親が幸せで笑顔でいる家庭でこそ、子どもも幸せを感じられます。

（文部科学省「家庭教育手帳　小学生（高学年）～中学生編」から抜粋）　
問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒6510

“親の笑顔が子どもの笑顔をつくる”

小学生（高学年）
～中学生編

2　申込手続き
　（１）受付期限　2月 27 日（金）※持参の場合、土日は除く。
　（2）申込み等　市販の履歴書に希望する職種と必要事項を記入し、表の「申込み・問合せ先」欄記載の担当課に提出

または郵送（2 月 27 日（金）必着、封筒に「非常勤職員等希望」と朱書き、送り先は 6 を参照）して
ください。特に、写真の貼付漏れ、電話番号や資格等の記入漏れの無いようにお願いします。また、
パソコン操作などに自信がある場合は、特技欄等に記入してください。なお、ご提出いただいた履歴
書は返還しませんのでご了承ください。

　（3）注意事項　複数の職種の希望がある場合は、お手数ですが、それぞれの担当部署に履歴書の提出（受付部署が異
なる場合のみ）をお願いします。その場合の履歴書は、写真の判別ができるものであればコピーを提
出しても構いません。

　　　　　　　　なお、学校教育課、文化課では複数の職種を受け付けていますので、履歴書には希望する職種と表左
端の№を必ず明記し提出してください。

3　選考方法等
　（1）受付期間終了後に、それぞれの担当課から面接の日時と会場をご連絡します。
　（2）職種ごとに面接を実施し、面接結果のほか、履歴書の内容等も考慮して採用者を決定します。
　（3）採用の可否は、後日、面接を受けた人全員に連絡します。

4　注意事項
　（1）１ に記載した募集内容は、１月中旬時点での予定であり、事情により変更になる場合があります。
　（2）地方公務員法第 16 条の規定に該当する場合は、申込みできません。
　（3）今回募集する非常勤職員等は、正規任用の職員とは異なり、短期的に期間を定めて任用するものです。そのため、

今回任用されても、そのまま正規職員として採用されることはありませんので、あらかじめご了承ください。

5　その他
　今回募集する以外にも、一般事務の職種等は、年度中途で緊急にお願いする場合があります。希望する人は、総務
課人事係まで履歴書をご提出ください。随時受け付けています。

6　履歴書送付先　※ 持参されても構いません。
○№ １・ № 5　〒 869-0492　宇土市浦田町 51　
○№ 2　〒 869-3172　宇土市上網田町 297-2 
○№ 3　〒 869-0401　宇土市住吉町 23-1　 
○№ 4　〒 869-0421　宇土市南段原町 164-3
○№ 6〜№ １3　〒 869-0433　宇土市新小路町 95
○№ １4　〒 869-0445　宇土市浦田町 131-1

7　問合せ先
　　募集全般に関すること：総務課人事係☎㉒ 1111（内線 2213）メール：soumu02@city.uto.lg.jp
　　※各職種の仕事内容等に関することは、1 の「申込み・問合せ先」欄に記載した部署に問い合せください。

非常勤職員等募集
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“笑顔”の魔法

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ステ
ージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

熊本県市町村広報担当者による合同特集20
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演

奏
し
て
く
れ
た
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。｢

こ

の
音
楽
が
し
た
い｣

。
そ
の
思
い
だ

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

手
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
つ
な
が
り
を
広

げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら
い

楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は｢

カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る｣

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
怪
我
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
としのり

功さん (74)

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こ う ち

内 信
のぶゆき

行さん (71)

　日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、
本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
本
学
園
大
学 

社
会
福
祉
学
部

  

　
　和
田 

要
か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　
大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

　 　
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　

                 「
生
き
が
い
」

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ” 笑顔 ” の魔法 ―

進
む
県
内
の
高
齢
化

interview

◎ Profile（チャーリー ながたに）

5％

10％

15％

20％
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10 万人

20 万人

30 万人

40 万人
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15.4%
18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%
31.6%

33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

51.3
万人

54.5
万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

「退職して良かったと思えたのは 1 カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。

　

　

あ
な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？

“笑顔”の魔法
熊本県市町村広報担当者による合同特集

「退職して良かったと思えたのは 1カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。
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“笑顔”の魔法

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ステ
ージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

熊本県市町村広報担当者による合同特集20
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に
仲
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演
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く
れ
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カ
ン
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リ
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ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
演
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聞
い
た
瞬
間
、
私
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大
き
な
衝
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受
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ま
し
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し
た
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ン
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リ
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。
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ン
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ン
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ピ
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え
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は
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っ
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が
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。
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れ
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ベ
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れ
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ベ
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。
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ベ
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も
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我
を
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と
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気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
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カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
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ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
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頑
張
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ま
す
。
音
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で
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が
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が
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ま
し
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。
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の
早
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時
期
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ミ
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ジ
ッ
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に
出
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え
て
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当
に
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で
す
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も
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で
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の
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な
が
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を
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げ
て

い
き
た
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と
思
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い
ま
す
。
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本
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の
高
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率
は
27
・
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㌫

（
平
成
25
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度
調
べ
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全
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平
均
の

24
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を
超
え
て
い
ま
す
。
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の
平
均

寿
命
と
１
０
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歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
としのり

功さん (74)

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こ う ち

内 信
のぶゆき

行さん (71)

　日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、
本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
本
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園
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会
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祉
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部

  

　
　和
田 

要
か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　
大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
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法
で
す
。

　 　
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　

                 「
生
き
が
い
」

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ” 笑顔 ” の魔法 ―

進
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県
内
の
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化
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◎ Profile（チャーリー ながたに）
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●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

「退職して良かったと思えたのは 1 カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。

　

　

あ
な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？

（71）

（78）

（75）川嶋 捷㓛

（17）   平成 27・2



タウントピックス

地域の防災力を高める
上松山区自主防災訓練
　1月11日、上松山区で毎年恒例のどんどやに併せて自主防災
訓練が行われました。この訓練は、県の支援を受けて上松山区
主催で行われ、地域住民約350人が参加しました。
　五色山グラウンドで行われた自主防災訓練は、午前10時から
くまモン隊による体操の後、県職員による防災講話と地域住民
による水消火器を用いた消火訓練が行われ、最後に炊き出し食
が配布されました。参加者は、「災害が多い中、防災意識を高
く持つことが大事だ」と話しました。

消火訓練の様子

チームの願いをゴールまで
第40回地区対抗駅伝競走大会
　1月12日、市内7地区の代表チームが、市運動公園グラウンド
をスタートし、走潟町を折り返して運動公園グラウンドをゴール
とする6区間27.2ｋｍのコースで健脚を競う第40回市地区対抗駅
伝競走大会が行われました。
　開会式では、元松茂樹市長が「今持っている自分の力を十二
分に発揮し、チームのために頑張ってください」と激励。昨年
度優勝の宇土地区が優勝旗を返還し、太田黒聖輝選手の選手
宣誓で大会がスタートしました。レースは、1区でトップに立っ
た宇土チームが、2位の花園チームに1分46秒の大差をつけて
ゴールし、優勝を果たしました。

優勝した宇土地区の皆さん

順位 チーム /監督 １区　１.4㎞ 2 区　3㎞ 3区　7.4㎞ 4 区　3.7㎞ ５ 区　５.4㎞ ６ 区　６.3㎞

１
1  宇土
渡並隆宏
1:31:53

太田黒聖輝
1　4:58
1　4:58

塚本真夕
1　16:16
2　11:18

釘嶋貴智
1　40:32
2　24:16

宮川雄斗
1　52:31
1　11:59

小森友暉
1　1:10:10
1　　17:39

井上伸孝
1　1:31:53
1　　21:43

2
3  花園
高山堅志
1:33:39

南部宇希
4　5:11
4　5:11

山口侑真
3　16:53
4　11:42

高山堅志
3　41:52
3　24:59

石川玲音
3　54:04
2　12:12

守川 敦
3　1:11:55
3　　17:51

守川陽一
2　1:33:39
2　　21:44

3
7  網田
芳本真一
1:38:14

宮本朋実
6　5:19
6　5:19

坂本樹莉
2　16:30
1　11:11

田中蒼之
2　41:37
4　25:07

福島匠吾
2　53:53
3　12:16

北本颯眞
2　1:11:37
2　　17:44

宮本誠也
3　1:38:14
5　　26:37

4
2    轟
片岡太志
1:41:17

佐伯知省
4　5:11
4　5:11

荒木美里
6　18:12
6　13:01

島村洸史
4　42:12
1　24:00

志垣颯汰
4　55:25
5　13:13

志垣博明
4　1:16:50
7　　21:25

佐藤孔星
4　1:41:17
3　　24:27

５
6  網津
吉田勝彦
1:46:03

平岡虎太朗
7　5:36
7　5:36

濵下みなみ
5　17:03
3　11:27

野村恒平
5　44:03
5　27:00

平尾峰道
5　1:00:25
7　　16:22

西村　繁
6　1:20:54
5　　20:29

河上　慎
5　1:46:03
4　　25:09

６
4  緑川
釜賀浩幸
1:47:25

今村泰斗
2　5:02
2　5:02

西岡瑠里
4　17:02
5　12:00

三輪翔太郎
6　46:06
6　29:04

松下怜斗
6　1:01:26
6　　15:20

松本幸也
5　1:20:05
4　　18:39

澤田　遼
6　1:47:25
7　　27:20

7
5  走潟
齊藤敬輔
1:49:34

芥川　慧
3　5:09
3　5:09

小山璃子
7　19:17
7　14:08

塘添龍生
7　49:11
7　29:54

横原琉星
7　1:01:30
4　　12:19

横山雅隆
7　1:22:41
6　　21:11

芥川博士
7　1:49:34
6　　26:53

第40回 宇土市地区対抗駅伝競走大会　総合成績表

1 区が一斉にスタート

上段：選手名、中段：通過記録、下段：区間記録
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Town Topix

地元の魅力を再発見！
クイズオリエンテーリングin五色山　開催

　12月7日、五色山ふれあい会主催による、五色山を散策する
オリエンテーリングが開催されました。天候にも恵まれ、約140
人の親子連れなどが散策を楽しみました。
　五色山グラウンド （松山町）を出発し岡岳公園（宇城市）ま
での往復約4キロの里道を10問のクイズを解きながら散策し、
全員無事ゴールしました。ゴール後には抽選会が行われ、綿菓
子やだご汁、おにぎりを味わいながら交流のひとときを過ごしま
した。
　参加者からは「地元にいながら五色山に登るのは初めて。こ

んなに手軽に楽しめるところがあるのに灯台もとくらしですね」「いろいろな木の名前があり面白かった。山道は楽しいの
で、もっと友だちを誘って来たい」など身近な場所の魅力を再発見したという感想が多く寄せられました。
　五色山ふれあい会は、里道の整備や間伐、下草刈りの作業を行い、多くの人が五色山を利用できるように活動してい
ます。皆さんも五色山を散策してみませんか？

昼食会の様子

地元の期待を背にタスキをつなぐ
熊日郡市対抗女子駅伝

　1月25日、第32回熊日郡市対抗女子駅伝大会が熊本市のびぷ
れす広場を発着点とするコース（7区間、約30kｍ）に19郡市が
出場して開催されました。
　宇土市は中学生・高校生の若いチーム編成で大会に挑み、選
手全員が宇土市の代表として精一杯力走し、17位でゴールしま
した。
　出場した選手、監督の皆さんは次のとおりです。（敬称略）
監督　上田一義
コーチ　宇都宮勝之、伊豫憲一　
選手　濵下みなみ、井本千代佳、塚本真夕、坂本樹莉、
　　　後藤沙也香、船田利恵、八木田涼葉、山口侑真、
　　　坂本彩香、野村佳以、西岡瑠里

濵下みなみ選手が選手宣誓

6区の船田利恵選手が力走

新年の思いを巨大絵馬にこめて
巨大絵馬・奉納

　1月15日、西岡神宮で巨大絵馬の奉納が行われました。
　これは、市民の皆さんに平成27年への抱負や願い事を自由
に書いてもらおうと、市観光物産協会 （本田修会長）が12月1
日から1月14日にかけて市役所玄関前に設置したもので、毎年、
同神社に奉納されています。
　奉納された絵馬は高さ1.8ｍ、幅3.6ｍの大きさで、「サッカー
選手になれるように」「部活でレギュラーがとれますように」「家
族が仲良く・病気しませんように」などといった願いごとが書か
れており、参加者は多くの皆さんの思いが成就することを願っ
て奉納しました。

皆さんの願いごとがかないますように
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甘酒の甘い香りに猿も酔う
山王神社で山王まつり

　12月27日、甘酒を豪快に掛け合うことで知られる「山王まつ
り」が山王神社 （花園町）で行われました。
　同まつりは約700年前から旧暦11月の申の日に行われており、
猿に扮した地元の若者が甘酒を掛け合いながら無病息災を願う
もので毎年行われています。
　このまつりには、神社がある佐野地区の15歳から30歳までの
男性しか参加できない習わし。満29歳の若者が親猿、それ以下
の人が子猿を務め、13人が赤い着物に黄色の腰ひも、白い頬か
むりをして参加しました。
　若者たちは「ホーライ、ホーライ」の掛け声とともに甘酒の入った徳利を奪い合い、時には転倒したりと大暴れ。子猿
を抱えあげて親猿が甘酒を掛ける場面では、観客から歓声があがりました。今年も大勢の観客が詰め掛けており、猿たち
は見学に来ていた子どもたちやカメラマンに甘酒を振り掛けて喜ばせていました。

徳利を奪い合う猿たち

タウントピックス

　　　　　　　　　　　　　公共工事等入札結果の公表    （単位：円）

入札
月日 件　　　　　名 予定価格（税込）落札金額（税込） 落札業者 指名

業者数 工　　　期

12.26

汚水601号城塚枝線工事 7,252,200 7,000,560 牧本技建工業㈱ 9 27.1.14〜27.3.17
平成26年度　三拾町1号線改良工事 5,052,240 4,946,400 ㈲義王産業 8 27.1.14〜27.3.20
平成26年度　岩熊・布古閑1号線改良工事 2,249,640 2,160,000 ㈴伊豫建設 9 27.1.14〜27.3.20
平成26年度　岩熊地区水路改修工事 1,404,000 1,350,000 ㈴伊豫建設 9 27.1.14〜27.3.13
下松山中央線拡幅工事 1,243,080 1,205,280 ㈱佐藤秀建設 8 27.1.6〜27.3.13
汚水721号緑川潟枝線工事 896,400 882,900 ㈲義王産業 7 27.1.6〜27.2.17
本網津地区水路改修工事 868,320 857,520 ㈲熊本電建 7 27.1.6〜27.3.13
下松山区防護柵設置工事 811,080 723,600 ㈱佐藤秀建設 8 27.1.6〜27.2.27
平成26年度　長部田地区防潮樋門付帯工事 547,560 534,600 ㈲佐藤工務店 7 27.1.6〜27.2.27
宮庄地区道路舗装工事 4,498,200 4,276,800 ㈱誠 13 27.1.14〜27.3.24
宇土市街地通学路整備工事その2 2,715,120 2,581,200 上村鉄工建設㈲ 6 27.1.14〜27.3.13
古保里・立岡2号線舗装工事 1,366,200 1,339,200 ㈱平田建設 8 27.1.14〜27.3.20
宇土市街地通学路整備工事その1 734,400 680,400 上村鉄工建設㈲ 6 27.1.6〜27.3.13
馬之瀬地区配水管拡張工事 4,384,800 4,168,800 ㈲吉野商会 9 27.1.14〜27.3.5
平成26年度　適正化事業（36期生）　松原排水機場機械機器改修工事 1,953,720 1,857,600 正垣システムエンジニアリング㈲ 8 27.1.14〜27.3.10
平成26年度　宇土市管内舗装維持管理修繕計画策定業務委託 7,047,000 6,696,000 ㈱水野建設コンサルタント 12 27.1.6〜27.3.20

　予定価格（建設工事のみ）や入札の経緯などは、財政課で閲覧することができます。
　問合せ先　財政課契約管財係☎㉒ 1111（内線 2232）

品質日本一を目指して
葉たばこ播種

　1月25日、城塚町の葉たばこ共同育苗施設で宇土市葉たばこ
耕作振興会（宮本真次会長）が平成27年産葉たばこの種播きを
行いました。
　これは、市内の葉たばこ耕作者39人が品質向上と生産コスト
の低減を図る目的で、毎年共同で育苗しているものです。
　会員らは1㎜に満たない種を土等と混ぜ合わせ、ハウス内に
敷き詰めた育苗箱約6,000個に播き、豊作を祈願。発芽後は子
床に移され、3月上旬には市内約120haのほ場に移植されます。

種播きの様子

平成 27・2  （20） 



くらし

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 情報
く

コ ー ーナ

INFOMATION  NOW

らし

◆
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧

　
1
月
1
日
現
在
の
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

期
間
　

2
月
23
日
（
月
）
～
3
月

9
日
（
月
）
の
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

※
縦
覧
期
間
の
後
、
選
挙
人
名
簿

が
確
定
す
る
た
め
、
そ
の
後
は
補

正
登
録
や
名
簿
の
閲
覧
は
で
き
ま

せ
ん
。

◆
選
挙
人
名
簿
（
定
時
登
録
）
の

縦
覧

　
3
月
1
日
現
在
で
登
録
さ
れ
る

あ
な
た
の
選
挙
権
の
確
認
！

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間
　

3
月
3
日
（
火
）
～
3
月

7
日
（
土
）
の
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先
　
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
企
画

棟
2
階
）
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
３
４
１
）

防災行政無線などを用いた全国一斉の緊急情報の伝達訓練

2月2０日（金）午後2時１5分ごろ実施します。
　市では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）(※)を使い送られてくる国か
らの緊急情報を、さまざまな手段を用いて確実に皆さんへお伝えするため、情報伝達訓練を行います。
　市が当日実施する訓練は次のとおりです。

情報伝達手段 内　　容

防災行政無線の試験放送

　市内に設置してある防災行政無線から、次の放送内容が
一斉に放送されます。
【放送内容】
「これは、試験放送です」×3
＋　「こちらは、ぼうさい宇土市役所です」
＋　防災行政無線チャイム

注）・市外の地域でも、全国的にさまざまな手段で情報伝達訓練が実施されます。
　   ・災害等が発生した場合は、状況によっては訓練中止となります。
(※)　Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から市区町村へ、人工衛星な
　　  どを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

問合せ先　危機管理課危機管理係☎㉒1111（内線2241・2242）

　
市
で
は
、
満
65
歳
以
上
の
人
が

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
購
入
す

る
と
き
の
購
入
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

①
申
請
年
度
中
に
満
65
歳
以
上
に

な
る
人
　
②
本
人
ま
た
は
世
帯
員

に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
こ
の
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

補
助
を
受
け
る
た
め
の
要
件

①
市
内
の
販
売
店
で
昨
年
の
4
月

以
降
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

購
入
し
た
人
、
も
し
く
は
今
年
の

3
月
ま
で
に
購
入
す
る
予
定
の
人

②
3
月
2
日
（
月
）
開
催
予
定
の

講
習
会
を
受
講
し
た
人

助
成
額
　
購
入
額
の
3
分
の
1
で
、

上
限
2
万
円
。
非
課
税
世
帯
の
場

合
は
、
上
限
3
万
円
。

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入
者

へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

助
成
対
象
経
費
　
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
の
自
転
車
本
体
購
入
費
、

防
犯
登
録
費
用

申
請
方
法
　
次
の
も
の
を
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実
績
報

告
書
・
購
入
時
の
領
収
書
・
自
転

車
安
全
講
習
会
修
了
証
の
写
し
・

防
犯
登
録
証
の
写
し
・
滞
納
の
な

い
証
明
書
（
世
帯
全
員
分
）・
補

助
金
交
付
請
求
書

【
講
習
会
日
程
・
場
所
】

日
時
　

3
月
2
日
（
月
）
午
前
10

時
～

※
雨
天
の
場
合
は
3
月
4
日（
水
）

午
前
10
時
に
延
期
し
ま
す
。

場
所
　
市
民
体
育
館

◆
2
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
、
福

祉
課
へ
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
今
年
度
中
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
を
購
入
し
た
人
は
、
今
年
度

中
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
年

度
に
な
る
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
福
祉
課
介
護
高
齢
者

支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２

１
５
７
）
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くらし
　
市
内
一
円
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
産
物
の
被
害
な
ど
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で

は
、
猟
友
会
宇
土
支
部
等
に
よ
る

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
駆
除
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
住
宅

地
へ
の
出
没
も
多
く
、
市
が
実
施

す
る
捕
獲
駆
除
対
策
に
加
え
て
、

皆
さ
ん
が
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

自
衛
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
本
来
、
イ
ノ
シ
シ
は
臆
病
な
動

物
で
、
こ
ち
ら
か
ら
何
も
し
な
い

限
り
襲
う
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
か
に
驚

い
た
り
、
怪
我
を
し
て
い
た
り
、

い
き
な
り
す
ぐ
近
く
で
出
会
っ
た

時
な
ど
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
り

襲
う
こ
と
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
万
が
一
出
会
っ
た
ら
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。

①
大
騒
ぎ
し
た
り
、
イ
ノ
シ
シ
を

威
嚇
・
攻
撃
し
た
り
せ
ず
、
刺
激

を
与
え
な
い
よ
う
ゆ
っ
く
り
後
ず

さ
り
し
て
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ

さ
い
。

②
イ
ノ
シ
シ
の
子
（
う
り
ぼ
う
）

を
見
か
け
て
も
、
親
が
近
く
に
い

イ
ノ
シ
シ
の
出
没
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
っ
と

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
の
散
歩
中
に
出
会
っ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
犬
を
遠
ざ
け
て
く
だ

さ
い
。

④
万
が
一
に
備
え
て
、
登
れ
る
木

や
塀
が
な
い
か
周
囲
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

　
草
む
ら
、
や
ぶ
等
の
イ
ノ
シ
シ

の
隠
れ
家
の
存
在
や
生
ゴ
ミ
の
放

置
、
廃
棄
農
産
物
な
ど
に
よ
る
餌

付
け
行
為
は
、
イ
ノ
シ
シ
出
没
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
撤

去
や
草
刈
な
ど
、
環
境
管
理
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
農
林
水
産
課
林
務
水

産
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３

１
５
）

　
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
更
新

の
た
め
、
各
地
区
の
担
当
民
生
委

員
が
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
と
は
？
　

　
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る

人
（
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
を
お

持
ち
の
人
等
）
の
同
意
の
も
と
作

成
す
る
台
帳
で
、
災
害
が
発
生
し

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
更

新
を
行
い
ま
す

　
平
成
25
年
度
か
ら
市
役
所
表
玄

関
駐
車
場
に
設
置
し
て
あ
る
電
気

自
動
車
用
急
速
充
電
器
は
、
現
在

は
無
料
で
利
用
可
能
で
す
が
、
4

月
１
日（
水
）か
ら
有
料（
５
０
０

円
／
回
）
に
な
る
予
定
で
す
。

　
利
用
可
能
時
間
・
利
用
方
法
は

従
来
通
り
で
す
が
、
有
料
化
へ
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
広
報
う
と
3
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　
財
政
課
契
約
管
財
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
６
）

市
役
所
表
玄
関
駐
車
場
の
電
気
自
動
車

用
急
速
充
電
器
が
有
料
に
な
り
ま
す

た
と
き
の
支
援
活
動
や
地
域
の
見

守
り
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

調
査
期
間
　

2
月
上
旬
～
3
月
中

旬対
象
者
　
既
に
災
害
時
要
援
護
者

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

調
査
内
容
　
体
の
具
合
、
通
院
・

服
薬
状
況
、
家
族
状
況
等

※
現
在
登
録
が
お
済
み
で
な
く
、

災
害
時
の
避
難
等
に
不
安
を
お
持

ち
の
人
は
お
住
ま
い
の
地
区
担
当

民
生
委
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
８
１
２
）

♪ちょっと拝見♪あなたの街のお元気クラブ

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人社団　金森会　あさひコート☎㉓5211
福祉課介護高齢者支援係☎㉒1111（内線2151）　　  医療法人社団　小田会　景雅苑☎㉗1010

　今回は昨年の7月から毎月第4火曜日の午前9時30分から開催されている割井川公民館でのお元気クラブの様子を紹
介します。
　網津川沿いの公民館では夏には川のせせらぎが聞こえ、区長さんも積極的に地域の人に声を掛けて、15人を超える
人が参加しています。夫婦揃って体操に取り組んでいる姿はまさに健康そのもので、地域の皆さんにとっても大切な
情報交換の場となっています。
　お元気クラブは誰でも自由に参加することができます。お住まいの地区で開催されていない、または健康に対して
興味のある人はぜひ問い合せください。

みんな揃って元気に歌体操！ 指先を動かして頭の体操をしています

平成 27・2  （22） 
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平
成
27
年
4
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
人
に
、
お
祝
い

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
　

3
月
1
日
現
在
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

等
で
、
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

※
ひ
と
り
親
家
庭
等
と
は

　
離
婚
、
死
別
等
の
理
由
で
父
ま

た
は
母
が
児
童
を
養
育
し
て
い
る

家
庭
、
ま
た
は
両
親
以
外
の
人
が

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
を
い

い
ま
す
。

入
学
祝
金
の
額
　
児
童
1
人
に
つ

き
2
万
円

支
給
時
期
　

3
月
下
旬
を
予
定

【
申
請
手
続
き
】

受
付
期
間
　

2
月
16
日（
月
）～
3

月
3
日（
火
）※
土
日
を
除
く
。

受
付
場
所
　
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係（
市
役
所
本
庁
舎
1
階
）

必
要
な
も
の
　
戸
籍
謄
本
、
保
護

者
の
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
通
帳

※
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資

格
者
は
、
戸
籍
謄
本
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
子
育

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
児
童
に

入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す

て
支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
８
２
２
）

市民体育館に
バスケットゴール
設置しました

　平成 26 年度事業で、独立行政法人
日本スポーツ振興センターのスポーツ
振興くじ（通称 toto）の助成を受けて、
市民体育館へバスケットゴール設置事
業を行いました。
　この設置で日常の利用をはじめ、一
般からジュニアを対象とした大会・教
室の開催ができるようになりました。
今後、公式戦に適合したゴールにより
全国規模の大会開催も計画予定です。

地方公共団体スポーツ活動助成
大型スポーツ用品設置
宇土市民体育館バスケットゴール設置
事業　600 万円

問合せ先　スポーツ振興課スポーツ振
興係☎㉓ 2642

　パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
普
及
に
伴
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る

環
境
が
身
近
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ト
の
利
用
に
よ
っ
て
起
こ
る
サ
イ

バ
ー
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
等
に
巻
き

込
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す

る
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
は
「
正
し
い

知
識
と
利
用
法
」
を
身
に
つ
け
て

い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
サ
イ
バ
ー
犯

罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
必
ず

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
携
帯
電
話

と
は
違
い
ま
す

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
見
た
り
、
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
新
た
な
機
能

を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
従
来

パ
ソ
コ
ン
で
起
こ
っ
て
い
た
ト
ラ

ブ
ル
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
起

こ
り
得
ま
す
。

問
合
せ
先
　
宇
城
警
察
署
☎
㉝
０

１
１
０

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
正
し
い
知

識
と
利
用
法
～
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
と
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け

た
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
援
助
を

行
い
た
い
人
（
協
力
会
員
）
が
会

員
に
な
り
、
お
互
い
が
助
け
合
う

会
員
制
の
相
互
援
助
活
動
組
織
で

す
。
利
用
料
金
は
1
時
間
６
０
０

円
（
夜
の
時
間
帯
や
休
日
な
ど
は

1
時
間
７
０
０
円
。
実
費
は
別
負

担
と
な
り
ま
す
）
で
、
市
内
在
住

の
人
に
は
、
市
が
半
額
を
助
成
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら

上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
依
頼
会

員
1
人
に
対
し
予
算
の
範
囲
内
で

上
限
年
間
３
６
０
０
０
円
ま
で
と

な
り
、
上
限
を
超
え
た
分
は
依
頼

会
員
が
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
☎
㉒

１
１
１
１
（
内
線
２
８
１
３
） 

平
成
27
年
度
か
ら
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
利
用
助

成
金
に
上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す

　皆
さ
ん
に
は
日
頃
か
ら
地
区
の

清
掃
活
動
な
ど
に
よ
る
道
路
・
水

路
等
の
維
持
管
理
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
土
木
課
で
は
市
道
・
里
道
等
の

原
材
料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す

維
持
管
理
に
必
要
な
原
材
料
（
砕

石
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
）
の
支

給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
道

路
の
舗
装
等
の
計
画
の
時
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
土
木
課
管
理
建
設
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
４
１
２
） 

温故知新　〜うと学だより〜
第8回　明治時代からの皇室献上品　網田ネーブル

網田は日本有数のネーブル産地
　国道57号を、市内中心部から天草方面へ向かうとき、網
田中学校前信号の左手にネーブルのレリーフがついた橋
（中川橋）が見えてきます。網田地区は、日本全国のネー
ブル四大産地のひとつです。日当たりのよい、穏やかな気
候の網田地区で作られる「網田ネーブル」は甘味でまろや
か、上品な香りと味わいが特徴で、明治時代から近年まで
皇室（天皇家）へ献上されていた国産最高峰のオレンジで
す。

ネーブルのルーツ
　この「網田ネーブル」、もとは「ワシントンネーブルオ
レンジ」といい、南米ブラジルが原産です。
　19世紀初めにブラジルで発生した後、19世紀末にはアメ
リカへ伝わり、カリフォルニアを中心に栽培されるように
なりました。カリフォルニアでは、これがきっかけとなっ
てオレンジ産業がさかんになりました。最初にワシントン
で栽培が進められたため「ワシントンネーブルオレンジ」
と言われるようになったそうです。

ネーブルオレンジ、網田へ
　カリフォルニアでの栽培が本格化してまもなく、19世紀
末には既にネーブルの苗木が日本にもやってきます。特
に、温暖な気候の和歌山県で栽培が進められました。
　そして明治33年（1900年）、当時の熊本県知事が和歌山
県に技師を派遣、ネーブルオレンジの苗木30本を持って熊
本に帰り、網田の中園氏によって網田の地に植え付けられ
ました。これが「網田ネーブル」の始まりです。その後わ
ずか数年のうちに網田地区全体で約1万本以上のネーブル
の木が栽培されるまでになりました。当時から網田地区で
栽培されるネーブルは評判がよく、皇室への献上もこの頃
から始まった、と言われています。

新たな時代へ
　近年はデコポンの栽培が増え、ネーブルを作る農家も
減ってきているようですが、そのような中にも、新しいネー
ブルの食べ方・ネーブル製品を地域で開発・提案されるよ
うになりました。
　例えば、ネーブルを使ったジャムやピザ、パンケーキと
いった「ネーブルスウィーツ」を展開するところも出てき
ています。
　今はネーブルの旬の時期。改めて、宇土の誇る特産品「網
田ネーブル」を体感してみてはいかがでしょうか？

問合せ先　文化課文化係☎㉓0156

3月8日（日）、網田焼の里資料館でうと魅力塾「網
田ネーブルの里春まつり」を実施します。皆さん
ぜひお越しください！
詳しくは、P27をご覧ください。

　
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
10
月
1
日
か
ら
時
間
額
６
７

７
円
で
す
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、

県
内
す
べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
12
月
15
日
か
ら
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
も
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業
は
時
間
額
７
２

５
円
、
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造

業
、
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用

機
関
製
造
業
は
７
７
５
円
、
百
貨

店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
は
７
０
７
円

で
す
。
産
業
別
最
低
賃
金
に
は
、

適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
熊
本
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
☎
０
９
６（
３
５
５
）

３
２
０
２

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も
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◆ごみを出す時間を守りましょう。
　燃えるごみ、生ごみ、廃プラスチックごみを出す時間は、収集日の午前6時30分～午前8時30分までです。いつも
清掃車は▲時頃に来るからということで、午前8時30分以降に出す人がいますが、後出しは回収できません。ごみ出
しの時間を守っていただくようお願いします。

間違いやすいごみの出し方
　ごみの出し方で間違いが多いものをお知らせします。正しくごみを出されないために、再利用ができなかったり、事故
の原因となるものがあります。
　特に、ライターやスプレー缶は、回収するときに火災や爆発事故の原因になります。これらのものを捨てるときには、
次の点に注意し、安全に捨てるようにしてください。

①ライター
　ライターは、必ず中身を使い切って、
燃えるごみとして出してください。

※ごみの出し方は、市ホームページにも情報を載せていますので、ご覧ください。

環境 シリーズ Vol.11

問合せ先　環境交通課環境交通係☎㉒ 1111（内線 2821）

【重要なお知らせ】廃プラスチックごみ収集の収集日が変更になります！
　現在、週2回（毎週水曜日・土曜日）行っている廃プラスチックごみ収集は、収集の効率化を図るために4月から週1
回（毎週水曜日）に変更します。

　廃プラスチック収集日変更（4月～）
毎週水曜日・土曜日　　　　　毎週水曜日

　（※土曜日の収集はなくなります）

飲み残し等はゆすいで、ラベルとふ
たは剥がして廃プラリサイクルしましょ
う！

びんや缶といっしょに資源ごみに
出すことはできません。

火の気のない安全な場所で穴を
開けてから捨てる！

中身は使い切る！

②スプレー缶やカセットボンベ
　スプレー缶やカセットボンベは、火の気のない安全な場所や屋外で穴を開け、資源ごみの日に
出すか、または燃えないごみ置き場にあるスプレー缶専用コンテナ（青色）に出してください。
　スプレー缶の中身が残っていたために起きた爆発による収集車の火災事故が昨年も数件発生し
ています。
　必ず穴を開け中身を出すか、やむをえず穴を開けられない場合には、
中身をすべて使い切ってから出してください。

③一升びんやビールびん・空き缶の金属製のふた
　一升びんや空き缶の金属製のふたは、燃えないごみで捨ててください。

④ペットボトルの捨て方
　資源ごみの回収のとき、ラベルやふたがそのままで出
されているのを見受けます。ペットボトルのラベルとフ
タは必ず廃プラスチックに、本体は資源ごみとして出し
てください。
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熊本東年金事務所による出張相談を毎月第1・第3木曜日に行っています。
■期日　2月19日（木）・3月5日（木）・3月19日（木）
■時間　午前10時～午後3時
■場所　福祉センター 2階会議室　※3月5日のみ福祉センター 2階役員室
■申込み先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（367）2503

年金事務所　年金相談
※年金相談は予約制です。

知っておきたい

問合せ先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（367）2503　　　保険課国保年金係☎㉒1111（内線2164・2167）　

国 民 年 金
 国民年金の保険料の納付は「口座振替」が便利でお得です

●口座振替による毎月前納割引制度【早割】…
　　保険料を当月末の口座振替にすると月々 50 円（年間 600 円）の

お得です。
●口座振替による前納を利用すると、割引がさらにお得になります。

口座振替の割引額 納付書・クレジット
カードの割引額

2年前納 14,800円 −

1年前納 3,840円 3,250円　

半年前納 1,040円 740円
 　　　　　　　（平成 26 年度の保険料額の場合）　　　　

○お得な割引があります

●平成 26 年度から「2年前納」制度が始まりました。
　半年前納や 1 年前納に比べ割引額も大きくお得です。毎月納付する場合に比べ、2 年間で 14,800 円の割引になり
ます。

※割引額は平成 26 年度の保険料による推計です。
※ 2 年前納は口座振替のみご利用が可能です。
※ 2 年前納分の全額が社会保険料控除の対象となります（控除方法は選択できます）。

　申込用紙（口座振替納付申出書）は保険課、年金事務所、金融機関の窓口にあります。必要な事項を記入・押印（金
融機関への届出印）し提出するか、年金事務所へ郵送してください。

・2 年前納
・1 年前納　　　　　　　　　　　2 月末（必着）まで
・6 カ月前納（4 月～ 9 月分）　　　　　　　　　　　 
・6 カ月前納（10 月～翌年 3 月分）……　8 月末まで

○手続きは簡単！

○前納の申込期限は？

安心
便利
簡単
お得

自動引き落としで納め忘れの心配がありません

金融機関に行く手間と時間が省けます

1度の手続きでＯＫ！手数料もかかりません

早割・前納を利用してお得な割引

※納付書での前納は4月上旬に送付される納
付書期限内に納めてください。

※既に口座振替で1年前納または半年前納し
ている人は、前納割引となっていますので、
早割に変更すると割引額の合計が少なくな
りますので、ご注意ください。

※早割制度は、平成17年4月から開始された
制度です。従来からの口座振替で毎月納
付している人もあらためて申込みが必要で
す。

⎛
⎜
⎨
⎜
⎝
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募集・催し

募
集
・
催
し

募
集
・
催
し

　社交ダンス、フラダンス、チアダンス、ヒップホップ、
ベリーダンス、ブレイクダンス、空手ビクスなどさまざま
なジャンルの総勢 26 チームが参加するダンスフェスティ
バルを開催します。審査員の点数と入場者の投票によって
順位が決まる、コンテスト形式で実施します。ダンス以外
にも、じゃんけん大会やお楽しみ抽選会もあり会場の全員
が楽しめる内容となっていますので、ぜひご来場ください。
※同時開催でわいわい広場（屋台・ミニフリマなど入場無

料）も午前 10 時から開催します。

日時　2 月 28 日（土）正午開場、午後 0 時 30 分開演
場所　市民体育館
入場料　前売り券 500 円（当日 700 円）
問合せ先　ＮＰＯ法人うとスポーツクラブ☎㉓ 3493

DANCE FESTIVAL
～ジャンルを越えたダンスの祭典～

in 宇土

　
宇
土
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
恒

例
の
「
宇
土
の
初
市
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
年
も
、
草
木
・
苗
木
な

ど
多
数
出
展
、
展
示
・
即
売
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　

3
月
7
日（
土
）・8
日（
日
） 

会
場
　
宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
駐
車

場問
合
せ
先
　
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

０
９
）

「
宇
土
の
初
市
」
開
催
し
ま
す

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
生
き

が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加
の
支
援

を
目
的
に
「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学

校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。
1
年

間
に
わ
た
る
幅
広
い
学
習
や
体
験

を
通
し
て
、
生
き
が
い
再
発
見
や

社
会
参
加
、
新
た
な
交
流
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
入
学

生
募
集

入
学
資
格
　
県
内
在
住
で
、
学
習

意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人
（
昭

和
30
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）。
た
だ
し
、
応
募
は
熊
本

校
、
八
代
校
の
い
ず
れ
か
1
校
と

し
、
既
に
卒
業
し
た
人
は
再
受
講

で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員
　
熊
本
校
１
０
０
人
、

八
代
校
80
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

講
座
内
容
　
講
座
は
年
間
40
回
程

度
、
テ
ー
マ
は
毎
回
異
な
り
ま
す
。

楽
し
く
役
に
立
つ
講
座
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

日
時
　
熊
本
校
：
毎
週
木
曜
日
午

後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分
、

八
代
校
：
毎
週
火
曜
日
午
後
1
時

30
分
～
午
後
3
時
30
分

受
講
期
間
　
平
成
27
年
4
月
～
平

成
28
年
3
月

場
所
　
熊
本
校
：
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
八
代
校
：
や
つ
し
ろ
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

受
講
料
等
　
入
学
金
５
０
０
０
円
、

受
講
料
１
５
０
０
０
円
（
入
学
時

に
一
括
納
入
）

申
込
方
法
　
福
祉
課
や
教
育
委
員

会
等
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
　

3
月
2
日（
月
）必
着

問
合
せ
先
　
一
般
財
団
法
人
熊
本

さ
わ
や
か
長
寿
財
団
☎
０
９
６ 

（
３
５
４
）
３
０
８
３

網田ネーブルの里春まつりを
開催します！

　今年は、網田でネーブルが栽培され
115年になります。これを記念し、網田
焼の里資料館で「網田ネーブルの里春
まつり」を開催します。ぜひお立ち寄り
ください。
日時　3月8日（日）午前10時～午後3時
場所　網田焼の里資料館（上網田町787-1）
入館料　無料
開催イベント　
 ・ネーブル展
 ・網田ネーブル、ネーブル菓子の販売
 ・焼物絵付け体験：参加料1,000円
 ・巻き寿司体験：正午～午後0時30分※要予約、先着30人
 ・馬門石彫刻体験
 ・七島草履作り体験
 ・轟水源の水によるお茶会
 ・網田の窯元めぐり（蒼土窯、工房青彌、梅田健太郎）
 ・復元網田焼制作工程見学会
 ・物産展（五色山の炭、木酢の販売など）
来館者プレゼント　馬門石サンプル、古代船海王ペーパー
クラフト（数に限りがありますのでお早目に来館ください）
※内容は変更になる場合があります。
申込み・問合せ先　文化課文化係☎㉓0156
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募集・催し

あじさいコンテストを開催します！
　市では、昨年に引き続き、6月に市の花である「あじさい」のコンテストを開催します。
　コンテストは、≪鉢植えの部≫、≪スポットの部≫で行い、個人または団体でかつ市内在住の人もしくは市内の団体（会
社等も含む）を対象に行います。
申込期間　4月1日（水）～ 4月30日（木）

※詳細は、今後の「広報うと」に掲載していきますので、ご確認ください。
申込み・問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2326）

≪スポットの部≫
〇地植えまたは鉢植えにより原則として、15株（鉢）程度以上ま
とまっている場合を対象とします。一例として、自宅の庭の地植
えや鉢植え、公園、空き地、道路沿い等の地植えや鉢植えとし
ます（団体または個人が維持管理しているところに限ります）。

〇スポットとして応募した場合は、「あじさい」の見頃期間、一般
者の見学が可能なところに限ります。また、市内外へ「あじさ
いスポット」として幅広く周知します。

〇賞（金賞、銀賞、銅賞）

≪鉢植えの部≫
〇個人（世帯単位）・団体ともに、出品数は原
則2点（鉢）までとします。

〇コンテスト会場までの持参・撤収が可能な人
を対象とします。

〇鉢植えの部展示場所（船場橋お地蔵さん横
丁予定）

〇賞（金賞、銀賞、銅賞）
〇期間は6月中の1週間を予定しています。

　
米
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
ア

イ
デ
ア
を
考
案
し
た
慶
誠
高
校

（
藤
木
亜
莉
沙
さ
ん
）
の
作
品
が

商
品
に
な
り
ま
し
た
。
一
心
堂
老

舗
（
本
町
2
丁
目
）
で
「
り
ん
ご

と
は
ち
み
つ
の
米
粉
マ
フ
ィ
ン
」

好
評
発
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
召

し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、グ
ル
メ
情
報
サ
イ
ト「
ひ

ご
な
び
」
で
は
、「
米
粉
甲
子
園
」

で
商
品
に
な
っ
た
パ
ン
・
ス
イ
ー

ツ
を
紹
介
し
、「
選
抜
総
選
挙
」

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
食
べ
た
い
商
品
に
清

き
1
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
県
農
産
課
☎
０
９
６

（
３
３
３
）
２
３
８
８

「
く
ま
も
と
米
粉
甲
子
園
」

商
品
が
発
売
開
始
！

　魚
の
捌
き
方
・
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　

3
月
4
日
（
水
）、
11
日

（
水
）
午
前
9
時
30
分
～
午
後
0

時
30
分

場
所
　
中
央
公
民
館
1
階
調
理
室

募
集
人
員
　
12
人
（
先
着
順
）

参
加
条
件
　

2
日
と
も
参
加
で
き

　う
と
日
曜
朝
市
は
、
毎
週
日
曜

日
に
市
民
会
館
裏
駐
車
場
で
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
2
月
は
寒
さ
が

厳
し
い
う
え
、
品
物
の
確
保
が
難

し
い
こ
と
か
ら
お
休
み
し
て
い
ま

す
。
3
月
か
ら
は
通
常
ど
お
り
開

催
し
、
3
月
1
日
（
日
）
は
ぜ
ん

ざ
い
の
ふ
る
ま
い
（
限
定
２
０
０

杯
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

次
回
開
催
日
時
　

3
月
1
日（
日
） 

午
前
6
時
～

場
所
　
市
民
会
館
裏
駐
車
場

問
合
せ
先
　
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

０
９
）

魚
の
捌
き
方
・
料
理
教
室
の

受
講
者
募
集

う
と
日
曜
朝
市
を
開
催
し
ま
す

　県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等
依
存
症
の
人
を
抱
え
る
家
族

が
、
依
存
症
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
や
家
族
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
、
同
じ
悩
み
や
体
験
を
持
つ
家

族
と
の
交
流
を
通
し
て
、
家
族
が

健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
け
る
よ
う
に
「
地
域
版
依
存

症
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

し
ま
す
。

対
象
者
　
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
者
の
ご
家

族開
催
日
時
・
場
所
　
①
2
月
26
日

（
木
）
午
前
10
時
～
正
午
・
人
吉

保
健
所
2
階
会
議
室
②
3
月
4
日

地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

（
水
）
午
後
2
時
～
午
後
4
時
・

八
代
保
健
所
1
階
会
議
室

内
容
　
講
話
・
交
流
会
（
講
師
：

N
P
O
法
人
熊
本
ダ
ル
ク
セ
ン

タ
ー
長
田
邊
忠
司
氏
）

参
加
方
法
　
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い（
参
加
費
は
無
料
）。

※
詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
６
（
３
８
６
）
１

１
６
６

る
人
に
限
り
ま
す
。

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
2
日
分

の
食
材
費
）

申
込
方
法
　
電
話
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
県
北
広
域

本
部
水
産
課

☎
０
９
６
８

（
７
４
） 

２

１
５
４
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募集・催し

　市
で
は
、
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者
プ

ラ
ン
と
障
が
い
福
祉
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、「
第

2
期
宇
土
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン
・

第
4
期
宇
土
市
障
が
い
福
祉
計
画

（
素
案
）」
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
さ
ら
に
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
公
募
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

対
象
　
第
2
期
宇
土
市
障
が
い
者

プ
ラ
ン
・
第
4
期
宇
土
市
障
が
い

福
祉
計
画
（
素
案
） 

募
集
期
限
　

2
月
27
日
（
金
）

素
案
の
入
手
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た

福
祉
課
窓
口
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
　
ご
意
見
は
、
住
所
、

氏
名
（
団
体
と
し
て
の
ご
意
見
で

あ
れ
ば
団
体
名
）、
電
話
番
号
、

職
種
（
会
社
員
、
公
務
員
、
学
生

な
ど
）
を
明
記
し
、
メ
ー
ル
、
F

A
X
、
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）。

　
な
お
、
電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご

第
2
期
宇
土
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン
・

第
4
期
宇
土
市
障
が
い
福
祉
計
画

に
つ
い
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

意
見
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
の
取
扱
い
　
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
と
、
そ

れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
一
定
期
間

公
表
し
ま
す
。
そ
の
際
、
氏
名
等

の
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
な
お
、

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
、
ご

意
見
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
個
別

に
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先
　
福
祉
課
福
祉

政
策
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２

８
１
２
）　
F
A
X
㉒
５
５
１
５

メ
ー
ルfukushi03@

city.uto.lg.
jp

　
〒
８
６
９

－

０
４
９
２
（
市
役

所
専
用
）

　市
で
は
児
童
セ
ン
タ
ー
の
運
営

方
針
に
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
公
募
委
員
に
は
児
童
の
福
祉
や

教
育
に
関
わ
る
各
種
機
関
・
団
体

の
代
表
者
の
人
な
ど
市
が
選
任
し

た
委
員
と
と
も
に
、
幅
広
い
視
点

か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た

市
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　

1
人

応
募
資
格
　
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
人

①
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
②

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
人

（
4
月
1
日
現
在
）
③
平
日
昼
間

に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

人（
年
1
回
程
度
開
催
予
定
） 

④

国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た

は
職
員
で
な
い
人
⑤
市
の
他
の
審

議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
人
⑥
宇

土
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
2
条
第

2
号
か
ら
第
4
号
に
規
定
す
る
暴

力
団
員
等
に
該
当
し
な
い
人

任
期
　

7
月
1
日
～
平
成
29
年
6

月
30
日
（
委
嘱
か
ら
2
年
間
）

応
募
方
法
　
応
募
申
込
書
と
作
文

（「
宇
土
市
に
お
け
る
児
童
セ
ン

タ
ー
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
８
０

０
字
程
度
）
を
、
持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
　
３
月
15
日
（
日
）
※

消
印
有
効

選
考
方
法
　
応
募
申
込
書
、
作
文

を
も
と
に
総
合
的
に
審
査
し
決
定
。

結
果
を
応
募
者
全
員
に
文
書
で
通

知
。

報
酬
　
市
の
規
定
に
よ
り
、
日
額

５
１
０
０
円
を
支
給

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
児
童
セ
ン

タ
ー
☎
㉓
３
３
０
３
　
〒
８
６
９

－

０
４
５
１
北
段
原
町
２
７

－

２

　生誕 130 年の北原白秋にスポットを当
て、「ゆりかご」や「雨降り」などお馴
染みのものから「からたちの花」、「この
道」など格調高い名曲まで童謡の数々
をお届けします。詩情豊かなひと時をお
楽しみください。
出演：カリョービンガ、宇城混声合唱団、
鶴城中（OG含）、宇土市児童合唱団、
花園幼稚園、宇土市民吹奏楽団、八代
メンネルコール他
ゲスト：藤本いくよ、伴奏：馬場萌子
藤本いくよプロフィール：熊本県出身。第一高校・東京
芸大声楽科卒業・芸大大学院修士課程修了。チェコフィ
ル宮崎公演出演、熊本・宮崎で「第九」のソリストを務
めるなど幅広く活躍。宮崎大准教授。
日時　3月 21日（土・祝）午後 1時 30 分開演
場所　市民会館大ホール　
前売り券　一般 1,000 円・高校生以下 500 円（当日は
200 円増）※前売り券は市民会館・プレイガイドで販売中。
問合せ先　市民会館☎㉒ 0188

第 9回宇土童謡祭
〜日本のこころ “北原白秋 ”を歌う〜

　干潟に現れる、風と波による美しい紋様（砂干潟）が夕
陽に照らされ、まばゆいばかりの美しさが多くの人を魅了
します。年に数十日程度しかない絶景のシーズンがやって
きました。
　干潟と日の入りが近いのは、2 月 22 日～ 24 日、3 月
10・11 日、24・25 日、4月 23 日、5月 9日です。
　ぜひ、この機会に絶景をお楽しみください。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒ 1111（内線 2209）

全国からカメラマンが押し寄せる！
宇土の感動絶景スポット “御輿来海岸 ”

御輿来海岸
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募集・催し
　
市
の
社
会
教
育
行
政
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
て
い

く
た
め
に
、
一
般
公
募
に
よ
り
社

会
教
育
委
員
兼
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
社
会
教
育
委
員
兼
公
民
館
運
営

　審
議
会
委
員
と
は

　
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
を

立
案
し
た
り
、
教
育
委
員
会
の
諮

問
に
応
じ
て
意
見
を
述
べ
た
り
、

そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必

要
な
調
査
研
究
を
し
ま
す
。

募
集
人
員
　

1
人

任
期
　

4
月
～
平
成
29
年
3
月

（
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間
）

応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議

員
で
な
い
人
②
常
勤
の
国
家
公
務

員
、
地
方
公
務
員
や
独
立
行
政
法

人
の
職
員
で
な
い
人
③
平
日
、
年

3
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
人

応
募
方
法
　
応
募
は
、
自
薦
と
し

ま
す
。
委
員
応
募
申
込
書
と
小
論

文
を
作
成
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
小
論
文

の
テ
ー
マ
は
「
社
会
教
育
の
推
進

　
市
立
図
書
館
の
運
営
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
て
い

く
た
め
に
、
一
般
公
募
に
よ
り
図

書
館
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
図
書
館
協
議
会
と
は

　
図
書
館
協
議
会
は
、
図
書
館
の

運
営
に
関
し
館
長
の
諮
問
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
行
う
図

市
社
会
教
育
委
員
兼
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
を
公

募
し
ま
す

に
つ
い
て
」
と
し
て
、
意
見
や
提

言
等
を
８
０
０
字
程
度
で
記
述
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
さ
れ

た
申
込
書
と
小
論
文
は
返
還
し
ま

せ
ん
。

※
委
員
応
募
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
生
涯
学
習
課
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間
　

2
月
16
日
（
月
）
～

3
月
6
日
（
金
）
※
消
印
有
効

選
考
方
法
　
選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
と
面

接
試
験
で
選
考
し
ま
す
。
選
考
の

結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

報
酬
　
日
額
５
１
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
☎
㉒
６
５
１
０
　

〒
８
６
９

－
０
４
３
３
新
小
路
町

95

書
館
奉
仕
に
つ
き
、
館
長
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。

募
集
人
員
　

1
人

任
期
　

4
月
～
平
成
29
年
3
月

（
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間
）

応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議

員
で
な
い
人
②
常
勤
の
国
家
公
務

員
、
地
方
公
務
員
や
独
立
行
政
法

人
の
職
員
で
な
い
人
③
平
日
、
年

1
～
2
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に

出
席
で
き
る
人

応
募
方
法
　
応
募
は
、
自
薦
と
し

ま
す
。
委
員
応
募
申
込
書
と
小
論

文
を
作
成
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
小
論
文

の
テ
ー
マ
は
「
公
共
図
書
館
の
運

営
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
意
見
や

提
言
等
を
４
０
０
字
程
度
で
記
述

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
さ

れ
た
申
込
書
と
小
論
文
は
返
還
し

ま
せ
ん
。

※
委
員
応
募
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
市
立
図
書
館
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間
　

2
月
15
日
（
日
）
～

3
月
11
日
（
水
）
※
消
印
有
効

選
考
方
法
　
選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
と
面

接
試
験
で
選
考
し
ま
す
。
選
考
の

　
再
就
職
・
起
業
・
社
会
参
画
し

た
い
等
、
生
涯
現
役
を
め
ざ
す
55

歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
お
悩
み
に
1

対
1
で
お
応
え
し
ま
す
。

日
時
　

3
月
5
日
（
木
）
午
前
10

時
～
午
後
3
時

場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城
2
階

会
議
室

対
象
　
55
歳
以
上
の
人

問
合
せ
先
　
総
合
人
材
セ
ン
タ
ー

・
原
田
☎
０
９
６
（
２
２
３
）
５

７
２
６

生
涯
現
役
を
目
指
す
55
歳
以

上
の
人
の
無
料
個
別
相
談
会

　
市
役
所
の
市
民
課
に
は
毎
日
約

１
２
０
人
が
証
明
書
や
届
出
等
の

手
続
き
に
訪
れ
ま
す
。
こ
の
手
続

き
の
と
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

渡
し
す
る
整
理
番
号
札
に
あ
な
た

の
店
・
企
業
の
広
告
を
掲
載
し
ま

せ
ん
か
？ 

　
詳
細
は
市
民
課
へ
問
い
合
せ
す

る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　

3
月
4
日
（
水
）

※
広
告
は
番
号
札
の
下
部
、
縦
40

㎜
横
55
㎜
の
範
囲
内
に
掲
載
し
ま

す
。

　
当
所
で
は
、
高
齢
者
の
人
に
本

人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

業
主
の
皆
さ
ん
に
は
高
齢
者
の

方
々
に
適
す
る
求
人
の
申
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所
　
宇
城
地
域
振
興
局
福
祉
課

内問
合
せ
先
　
県
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
☎
㉝
４
６
６
７

広
告
主
募
集

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

受付番号

1

広告枠

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
市
民
課
市

民
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
１

６
２
）

結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

報
酬
　
日
額
５
１
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
市
立
図
書

館
☎
㉒
４
５
１
２
　
〒
８
６
９

－
０
４
４
５
浦
田
町
１
３
１

－

１
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募集・相談

身 近 な 行 政 相 談
日時　2月25日（水）・3月11日（水）午前10時〜午後3時
場所　福祉センター 2階　役員室
相談員　行政相談委員
相談内容　国の行政機関等に対する意見、苦情など
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

人 権 相 談
日時　月・水・金曜日（祝日除く）午前9時〜午後4時　　
場所　法務局宇土支局人権相談室
相談員　人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題など

※上記以外にも月〜金曜日（祝日を除く）、
　法務局職員が相談に応じています。

問合せ先　法務局宇土支局☎㉒0320
　　　　　　　　　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

司法書士無料相談
日時　2月26日（木）　午後1時〜午後4時
　　　（受付時間は午後3時30分まで）
　　　※電話相談はできません。　
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
その他　午後1時から30分単位での電話予約となります。
　　　　受付順6人までとします。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2209）

消費生活センター
日時　月・火・水・金曜日（祝日の場合は休み）
　　　午前10時〜午後4時
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
相談方法　来庁または、電話相談も可。
問合せ先　市消費生活センター☎㉒1111（内線2323）

秘密は厳守します 無料相談

トラブルに遭ったら
消費生活センターに相談しましょう

　振り込め詐欺や送り付け商法、ワンクリック請求、裁判

になるなど架空請求などの契約トラブルにあった場合、ど

うしたらよいか悩まれることでしょう・・ですが、大切な

ことは早く相談することです。また、周りに消費トラブル

で困っている人がいたらぜひ相談するよう勧めてくださ

い。

 ・相談は無料で、相談の秘密は守られ、消費生活相談員

が解決に向けてのお手伝いをしますので、安心してご

相談ください。

 ・電話でも可能です。連絡してからセンターへお越しい

ただいての相談も可能です。

 ・相談のとき、契約書や領収書などの書類やインターネッ

トに関する場合は保存してある画面やメール等の書類

が手元にあると効率的です。

問合せ先　市消費生活センター☎㉒1111（内線2323）

相談日：月・火・水・金曜日（祝日を除く）

　　　  午前10時～午後4時

消費生活センターだより

　
県
か
ら
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
事

業
の
委
託
を
受
け
「
く
ま
も
と
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

宇
城
・
宇
土
地
域
に
サ
テ
ラ
イ
ト

を
設
置
し
ま
し
た（
3
月
末
ま
で
）。

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
？

　「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
自
信

が
持
て
ず
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で

…
不
安
、
人
間
関
係
の
つ
ま
ず
き

で
退
職
後
、
ブ
ラ
ン
ク
が
長
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
…
」
な
ど
、
働
く

こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
15
歳

～
39
歳
ま
で
の
若
者
の
就
労
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
宇
城
・
宇
土
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
に
よ
る
専
門
的
な
相
談
を
宇

城
・
宇
土
地
域
で
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
市
に
あ
る
「
く
ま

も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
就
活
、
学
習
の
無
料
講
座
な

ど
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、
協

力
企
業
へ
の
職
場
体
験
な
ど
に
よ

　
県
で
は
、
若
年
者
を
対
象
に
、

就
職
に
関
す
る
悩
み
事
の
相
談
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
を
利
用

し
た
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
相

談
無
料
）。

受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
10
時
～

午
後
5
時
（
木
曜
は
午
後
4
時
ま

で
）
※
予
約
制

問
合
せ
先
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
宇

城
ブ
ラ
ン
チ
無

料
職
業
紹
介
所

（
宇
城
地
域
振

興
局
1
階
）
☎

㉜
１
５
２
９

宇
城
・
宇
土
地
域
の
15
歳
～

39
歳
の
人
の
職
業
的
自
立
を

応
援
し
ま
す

若
者
の
就
職
を
応
援
し
て
い
ま
す

～
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

宇
城
ブ
ラ
ン
チ
～

り
、
就
職
・
進
学
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
・
進
学
に
あ
と
一
歩
踏
み

出
せ
ず
に
い
る
人
、
ま
ず
は
電
話

で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
お
ー
さ
ぁ
く
ま
も
と
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
８
０

（
４
６
９
１
）
８
８
７
１
、
☎
０

９
６
（
３
６
５
）
０
１
１
７
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市民の
ひろば

　宇
土
シ
ニ
ア
Ｐ
Ｃ
ク
ラ
ブ
は
パ

ソ
コ
ン
を
趣
味
と
す
る
シ
ニ
ア
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。
平
成
15
年
か
ら

毎
年
、
高
齢
者
の
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
を
対
象
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
勉
強

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

27
年
度
も
高
齢
者
対
象
の
勉
強
会

を
実
施
し
ま
す
。

期
間
　

4
月
8
日
～
平
成
28
年

3
月
23
日
の
毎
月
第
2
水
曜
日
と

木
曜
日
・
第
4
水
曜
日
の
3
日
間

時
間
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4

時
30
分

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

費
用
　
年
間
５
０
０
０
円
（
資
料

代
他
）、
テ
キ
ス
ト
代
別

募
集
締
切
　

3
月
10
日（
火
）必
着

参
加
条
件

①
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
以
降

　毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
緋

寒
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
館

外
に
咲
く
緋
寒
桜
を
観
賞
し
な
が

ら
楽
し
い
一
日
を
い
っ
し
ょ
に
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
ご
来
館
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
　

2
月
27
日
（
金
）
午
前
11

時
～

催
し
　
カ
ラ
オ
ケ
・
日
本
舞
踊
等

予
定

※
終
了
後
は
、
抽
選
会
も
あ
り
ま

　12
月
19
日
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
伊
藤
ト
ミ
さ
ん（
笹
原
町
）

の
１
０
０
歳
お
祝
い
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
鶴
城
中
の
合
唱
部
が

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
誕
生
日
の

歌
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、「
宇

宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
な
ど
を
披
露
し
、

伊
藤
さ
ん
は
、
歌
に
踊
り
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後

　（一
社
）
熊
本
県
青
年
塾
が
主

催
す
る
公
開
講
演
会
の
第
5
弾

（
通
算
34
回
）
は
、
島
原
の
乱
で

首
領
を
務
め
た
天
草
四
郎
に
つ
い

て
の
話
で
す
。
四
郎
は
小
西
行
長

の
家
臣
で
あ
っ
た
益
田
甚
兵
衛
の

長
男
と
し
て
宇
土
で
育
ち
ま
し
た
。

　
一
揆
軍
は
3
万
7
千
人
い
た
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
総
勢
約
12
万
人

の
幕
府
軍
に
よ
っ
て
全
滅
さ
せ
ら

れ
、
四
郎
も
肥
後
細
川
家
家
臣
に

よ
っ
て
討
た
れ
ま
し
た
。

　
わ
ず
か
16
歳
の
若
さ
で
一
揆
軍

の
首
領
を
務
め
た
天
草
四
郎
と
島

原
の
乱
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
絶

パ
ソ
コ
ン
勉
強
会

　
　
　
　
　参
加
者
募
集

緋
寒
桜
祭
り
を
開
催
し
ま
す

老
人
セ
ン
タ
ー
で
１
０
０
歳

お
祝
い
会

　開
催

温
知
館
講
座  
郷
土
の
先
人
に

学
ぶ
シ
リ
ー
ズ

　第
5
回

「
天
草
四
郎
と
島
原
の
乱
」

の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
会
場
ま
で

持
参
出
来
る
こ
と
。
②
オ
フ
ィ
ス

２
０
１
０
ま
た
は
２
０
１
３
が
イ

ン
ス
ト
ー
ル
済
。
③
簡
単
な
日
本

語
入
力
が
出
来
る
、
ま
た
は
4
月

勉
強
会
開
始
ま
で
に
入
力
出
来
る

よ
う
に
練
習
出
来
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
の
参

加
希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
野
田
は
る

よ
☎
㉒
１
５
４
５
　
古
保
里
町
１

０
５
１

　スポーツ振興課では、市民の皆さんのさらなるス
ポーツの高揚を図るために、全国大会に出場した選手
を、随時紹介しています。
　なお、紹介は、当課で把握している全国大会出場者
に限りますので、ご了承ください。
◦第 14 回全日本チアダンス選手権大会・第 12 回全日
本学生チアダンス選手権大会

飯田菜瑠さん・若松華凜さん・津志田奈実さん

◦第 23 回 JOCジュニアオリンピックカップハンド
ボール大会

坂田鈴央さん・米村知紗さん・草野結香さん・
上岡雅菜さん・見﨑杏珠さん・橘綾乃さん

◦ JOCジュニアオリンピックカップ 2014 平成 26 年
度全日本卓球選手権大会

坂﨑創伍くん

※市では、予選大会（選抜含）を経ての九州大会・全
国大会に出場する市民の皆さんに対し、宿泊費と交通
費の一部を補助する制度を設けています。
　補助金額は、九州・西日本大会 1人 5,000 円まで（上
限 10 人分）、全国大会1人 10,000 円まで（上限 10 人
分）です。
問合せ先　スポーツ振興課☎㉓ 2６４2

全国大会出場
おめでとうございます

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時
　

2
月
28
日
（
土
）
午
後
2

時
～
午
後
4
時

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

主
催
　（
一
社
）
熊
本
県
青
年
塾

後
援
　
市
・
市
教
育
委
員
会
・
N

P
O
法
人
宇
土
の
文
化
を
考
え
る

市
民
の
会

講
演
内
容
　「
天
草
四
郎
と
島
原

の
乱
」

講
師
　
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

辻
誠
也

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
先
　
一
般
社
団
法
人
熊
本

県
青
年
塾
（
中
村
・
髙
木
）
☎
㉓

３
２
９
０

伊藤トミさんと鶴城中合唱部の皆さん

は
、
全
員
で
「
た
き
火
」
を
合
唱

し
ま
し
た
。

す
。

問
合
せ
先
　
市
健
康
福
祉
館
あ
じ

さ
い
の
湯
☎
㉔
３
４
５
６
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伝
統
文
化
宇
土

　茶
・
華
道
こ
ど

も
教
室
生
徒
募
集

日
時
　
第
2
・
4
土
曜
日
（
学
校

関
係
で
変
更
有
）　
午
前
9
時
～

午
前
11
時
30
分

場
所
　
浦
田
町
１
４
４−

４
（
教

室
）

費
用
　
月
２
５
０
０
円（
お
花
代
・

お
茶
・
お
菓
子
代
含
む
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
谷
口
初
子

☎
㉓
３
１
６
７

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
池
坊
華
道

部
生
徒
募
集

日
時
　
毎
週
火
曜
日
（
月
3
回
）

午
前
9
時
～
正
午

場
所
　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
娯

楽
室

講
師
　
谷
口
初
子
（
華
道
家
元
池

坊
）

対
象
者
　
60
歳
以
上
の
人

費
用
　

1
回
８
０
０
円（
教
材
費
）

問
合
せ
先
　
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
㉒
１
０
０
８
　

　1
月
22
日
、
市
民
会
館
で
宇
土

小
『
ひ
か
り
っ
子
音
楽
集
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
年
一

回
無
料
で
市
民
会
館
を
使
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
市
の
事
業
で
行

っ
た
も
の
で
す
。

　
大
き
な
舞
台
に
立
つ
児
童
た
ち

の
顔
は
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
て
、

と
て
も
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
音

楽
会
を
終
え
、
児
童
た
ち
は
「
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
、
明
る
い
ラ
イ
ト

を
浴
び
な
が
ら
、
と
っ
て
も
気
持

ち
よ
く
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

　船
場
蔵
屋
敷
（
石
小
路
町
）
は
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流

の
場
と
し
て
市
の
観
光
情
報
等
の

提
供
や
船
場
川
界
隈
を
散
策
す
る

来
訪
者
の
ト
イ
レ
使
用
な
ど
公
共

的
な
役
割
を
担
う
施
設
で
す
。

　
観
光
物
産
の
情
報
提
供
や
工
芸

品
の
展
示
、ト
イ
レ
休
憩
、グ
ル
ー

プ
で
の
お
稽
古
ご
と
の
練
習
や
ミ

ニ
打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
船
場
川
界
隈
の
風
情
あ

る
雰
囲
気
の
中
、
ホ
テ
ル
で
40
年

腕
を
磨
い
た
シ
ェ
フ
が
自
慢
の
料

理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
ま
せ

ん
か

　
船
場
蔵
屋
敷
で
は
館
内
に
、
ア

ー
ト
作
品
を
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス

を
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。
展
示

申
込
は
、
常
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。

　
申
込
方
法
は
、
蔵
屋
敷
に
備
え

付
け
て
あ
る
注
意
事
項
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

船
場
蔵
屋
敷
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
）。

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
C
M
で
流
れ

る
曲
、
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト

に
行
き
た
く
て
も
子
ど
も
が
小
さ

い
か
ら
と
諦
め
て
い
た
人
、
子
ど

も
に
も
生
の
演
奏
を
聴
か
せ
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
、
出
掛
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　

3
月
15
日
（
日
）
午
後
7

時
開
演

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

出
演
　
熊
本
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ー

テ
ィ
ス
ト

※
子
ど
も
劇
場
は
会
員
制
で
す
。

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

茶
道
・
華
道
を
学
び
ま
せ
ん
か

宇
土
小
「
ひ
か
り
っ
子
音
楽

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

船
場
蔵
屋
敷
を
利
用
し
ま
せ

ん
か

宇
城
子
ど
も
劇
場

熊
本
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
子
ど
も
の
た
め
の
弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」

月
会
費
　

1
世
帯
１
０
０
０
円
と

4
歳
以
上
1
人
５
０
０
円

問
合
せ
先
　
宇
城
子
ど
も
劇
場
☎

F
A
X
㉓
３
１
３
８

問
合
せ
先
　
船
場
蔵
屋
敷
☎
㉗
４

５
３
０

作品を展示しませんか

音楽集会の様子

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
全
員
合
唱
で
は
、
笑
顔

で
気
持
ち
よ
く
歌
う
８
０
０
人
を

超
え
る
児
童
の
声
が
会
場
を
包
み

ま
し
た
。

　12 月 24 日、匿名の方からクリ
スマスカードが届きました。
　封を開けると「メリークリスマ
ス！新しい年も宇土市の皆様の上
に祝福と恵みがありますように」
というメッセージとともに、ふる
さと宇土応援寄附金として現金が添えられていまし
た。
　市民すべての人の幸福を願う気持ちに感動すると
ともに、心温まる素敵なプレゼントをいただきまし
た。
　直接お礼の言葉を伝えられないのが残念ですが、
元気な宇土市の姿を見せることで恩返しが出来れば
と思います。ご寄附いただき、本当にありがとうご
ざいました。
問合せ先　財政課財政係☎㉒1111（内線2237）

素敵なクリスマスプレゼント
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市民のひろば

　
平
成
26
年
度
に
国
内
外
の
大
会

で
活
躍
し
た
県
関
係
選
手
と
選
手

育
成
な
ど
に
尽
力
し
た
指
導
者
を

た
た
え
る
「
第
45
回
熊
日
ス
ポ
ー

ツ
賞
」
の
贈
呈
式
が
1
月
17
日
、

熊
本
市
の
熊
日
本
社
で
あ
り
、
鶴

城
中
3
年
の
川
副
圭
太
く
ん
が
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
川
副
く

ん
は
全
国
都
道
府
県
中
学
相
撲
選

手
権
の
個
人
軽
量
級
で
優
勝
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
く
ま
も
と
景
観
賞
は
、
県
土
の

景
観
形
成
に
顕
著
な
功
績
の
あ
る

も
の
に
贈
ら
れ
、
宇
土
市
が
2
つ

の
部
門
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受

賞
は
、「
地
域
景
観
賞
」
に
網
田

焼
の
里
資
料
館
、「
緑
と
水
の
景

観
賞
」
に
轟
泉
自
然
公
園
界
隈
で

す
。

　
ど
ち
ら
も
素
晴
ら
し
い
景
観
で

す
の
で
、
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

問
合
せ
先
　
都
市
整
備
課
地
域
整

備
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
４

２
１
）

　
1
月
28
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
一
般
財
団
法
人
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
平
成
26

年
度
省
エ
ネ
大
賞
」
授
賞
式
が
行

わ
れ
、
市
民
体
育
館
に
導
入
し
た

放
射
式
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ

ウ
ィ
ン
」
が
省
エ
ネ
事
例
部
門
審

査
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意

識
の
浸
透
、
省
エ
ネ
産
業
の
発
展

な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
て
、

節
電
や
省
エ
ネ
推
進
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
な
ど
に
贈
ら
れ

　
12
月
13
日
～
14
日
に
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
た
、
第
70
回
国
民
体
育

大
会
冬
季
大
会
フ
ィ
ギ
ュ
ア
競
技

予
選
会
に
、
石
橋
佳
歩
さ
ん
（
宇

土
中
３
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
石
橋
選
手
は
10
月
に
開
催
さ
れ

た
、
県
予
選
会
の
結
果
で
、
県
代

表
選
手
に
選
ば
れ
今
回
の
大
会
に

出
場
し
て
い
ま
す
。
結
果
は
、
10

位
と
惜
し
く
も
国
民
体
育
大
会
出

場
を
逃
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
45
回
熊
日
ス
ポ
ー
ツ
賞

受
賞

第
27
回
く
ま
も
と
景
観
賞

部
門
賞
を
受
賞

市
民
体
育
館
が

省
エ
ネ
部
門
賞
を
受
賞
！

フ
ィ
ギ
ュ
ア
競
技
で
活
躍

赤星悠くん石橋佳步さん

授賞式の様子

川副圭太くん

　
11
月
30
日
、
大
津
町
で
第
9
回

熊
本
県
中
学
生
空
手
道
新
人
大
会

が
開
催
さ
れ
、
男
子
個
人
型
の
部

で
赤
星
悠
く
ん
（
鶴
城
中
1
年
）

が
準
優
勝
を
果
た
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
赤
星
く
ん
は
、
3
月
28
日
か
ら

空
手
道
全
国
大
会
に
出
場

　
次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

社
協
へ

▽
村
上
謙
吾
（
築
籠
町
）

　
金
一
封

▽
住
吉
中
学
校
P
T
A

　
金
一
封

▽
宇
土
マ
リ
ー
ナ
物
産
館
出
荷
協

　
議
会

　
金
一
封

宇
土
幼
稚
園
へ

▽
中
村
辰
藏
（
入
地
町
）

　
門
松
一
式

善

　意

善

　意

♥

♥
▼

12
月
25
日
、
宇
土
マ
リ
ー
ナ
物
産

館
出
荷
協
議
会
の
間
フ
ミ
ヨ
会
長
が

市
役
所
を
訪
れ
、
福
祉
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
平
成
19
年
か
ら
毎
年
、

寄
附
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
㈱
エ
コ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
熊
本
市
）
が
開
発
し

た
も
の
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
管
に

冷
温
水
を
通
し
て
室
温
を
調
整
し
、

通
常
の
空
調
設
備
よ
り
消
費
電
力

が
少
な
く
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

も
大
幅
に
削
減
す
る
効
果
が
あ
り
、

そ
の
点
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

北
海
道
北
広
島
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝
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市民のひろば
　
12
月
22
日
、
長
崎
市
で
ラ
イ
フ

ル
射
撃
の
全
国
高
校
選
抜
大
会
予

選
九
州
選
抜
大
会
が
開
催
さ
れ
、

女
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
立
射
40
発
に

出
場
し
た
片
岡
ま
や
さ
ん
（
文
徳

高
1
年
）
が
2
位
に
入
り
、
3
月

26
日
～
27
日
に
富
山
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
片
岡
さ
ん
は
1
月
7
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
元
松
茂
樹
市
長
に
報
告
し
、

「
挑
戦
す
る
気
持
ち
で
最
後
ま
で

頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

ラ
イ
フ
ル
射
撃
全
国
大
会

に
出
場

片岡まやさん

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

橋本健吾さん
（走潟町）

お仕事は？ 
九州中央リハビリテーション学院に通っています。
母が看護師で、作業療法士という職業があると教
えてもらい、インターネットで調べ自分の性格に向い
ていると思ったので、勉強しています。
自分の長所、短所は？ 
長所は元気がいいところで、短所はすぐお腹が痛く
なることです。
趣味は？ 
ツーリングで海や山へ行くことです。
今、一番やりたいことは？ 
一番やりたいというか国家試験に受かりたいです。
理想のタイプは？
上戸彩のような色が白くて細い人！

「伝えたい一言」とその相手は？
正木さん　いつも起こしてくれてありがとう。おかげ
で遅刻の数もだいぶ減りました。
次は誰を？
馬場畑光英さんを

Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．

▽
住
　
吉
　
町
　
浦
上
　
邦
子

　
亡
　
母
　
友
口
緑
　（
八
九
）

▽
花
　
園
　
町
　
坂
口
キ
ミ
子

　
亡
　
夫
　
　
進
　
　（
八
七
）

▽
古
保
里
町
　
浦
本
美
智
子

　
亡
　
夫
　
　
實
　
　（
七
八
）

▽
熊
本
市
北
区
龍
田
　
沼
　
寛

　
亡
　
母
　
シ
ヅ
エ
　（
八
九
）

▽
花
　
園
　
町
　
若
松
　
逸
夫

　
亡
　
母
　
ム
ツ
エ
　（
八
七
）

▽
恵
　
塚
　
町
　
飯
田
　
雄
二

　
亡
　
母
　
マ
ツ
エ
　（
八
七
）

▽
上
網
田
町
　
西
村
　
澄
一

　
亡
　
母
　
ツ
ギ
ヨ
　（
九
一
）

▽
築
　
籠
　
町
　
藤
川
紀
美
代

　
亡
　
夫
　
　
剛
　
　（
五
四
）

▽
神
　
馬
　
町
　
城
本
　
光
弘

　
亡
　
母
　
年
　
枝
　（
九
二
）

▽
城
　
塚
　
町
　
宮
田
　
嗣
友

　
亡
　
母
　
チ
ヨ
ノ
　（
九
九
）

▽
長
　
浜
　
町
　
牧
本
千
登
世

　
亡
　
母
　
幸
　
江
　（
八
六
）

▽
神
　
馬
　
町
　
𠮷𠮷
本
　
夏
子
　
　

　
亡
　
夫
　
一
　
二
　（
九
九
）

▽
上
網
田
町
　
宮
本
　
豊
司
　

　
亡
　
弟
　
守
　
男
　（
六
二
）

▽
宮
　
庄
　
町
　
池
田
　
省
三

　
亡
　
母
　
佐
江
子
　（
九
二
）

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
（
敬
省
略
）。

▽
野
　
鶴
　
町
　
坂
口
　
峰
子

　
亡
　
夫
　
賢
　
治
　（
七
五
）

▽
本
町
一
丁
目
　
古
城
　
大
平

　
亡
　
妻
　
文
　
枝
　（
九
二
）

　
市
社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、

確
定
申
告
等
に
よ
っ
て
、
所

得
税
法
（
第
78
条
）
と
地
方

税
法
（
第
37
条
）
の
「
寄
附

金
控
除
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
※
1
月
15
日
受
付

分
ま
で
を
掲
載
。

香
典
返
し

香
典
返
し

　
12
月
18
日
、
教
育
委
員
会
会
議

室
で
（
社
）
日
本
善
行
会
（
山
下

八
郎
宇
土
支
部
長
）
の
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
受

日
本
善
行
会
表
彰
伝
達
式

おめでとうございます

賞
者
と
受
賞
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▽
星
山
勇

（
青
少
年
指
導
に
貢
献
）

▽
尾
崎
勝
也

（
公
共
生
活
・
青
少
年
指
導
に
貢

献
）

▽
山
本
直

（
環
境
美
化
に
貢
献
）

▽
山
本
ア
ヤ
子

（
環
境
美
化
に
貢
献
）

▽
湯
野
マ
サ
子

（
環
境
美
化
・
青
少
年
指
導
に
貢

献
）

▽
齋
藤
義
美

（
青
少
年
指
導
に
貢
献
）

▽
朝
長
弘

（
青
少
年
指
導
に
貢
献
）

▽
き
ら
っ
会
（
河
野
秀
子
代
表
）

（
環
境
美
化
に
貢
献
）
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図書館
下記以外にもたくさんの新刊が入っています。
図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

休館日：　毎週木曜日・祝日・年末年始・
　　　　　特別整理期間※ 2月23日（月）～ 3月5日（木）

「じぞっ子」

一 般 書
インドクリスタル 篠田　節子 著
父・マッサンの遺言 竹鶴　威 著
あなたは、誰かの大切な人 原田　マハ 著
峠しぐれ　 葉室　麟 著
手軽につくれる水引アレンジBOOK 2 長浦　ちえ 著

児　童　書
トロルとにひきのいたずらこやぎ 松居　スーザン 作
ねこ探！　 村上　しいこ 作
おぞうにくらべ　　 宮野　聡子 作
だるまちゃんとだいこくちゃん　　 加古　里子 絵
これだけは知っておきたい教科書に出てくる日本の寺院 （汐文社）

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）　
2階一般室に設けています

不思議な尻尾　　　　　 マーガレット・マーヒー 著
ゆめみの駅遺失物係 安東　みきえ 著
モナミは時間を終わらせる? はやみね　かおる 著
十代に贈りたい心の名短歌100 田中　章義 著

-幼児・小学生のおはなし会-

日　時　毎週水曜日午後 4 時～・土曜日午後 2 時～
　　　　※ 2 月 25 日・28 日・3 月 4 日は特別整理期間のた

　めお休みです。
場　所　市立図書館 1 階　児童図書室

えほんのじかん

-0・1・2歳児のおはなし会-

日　時　毎月第 2・第 4 火曜日 （2 月は第 3 火曜日）
　　　　午前 10 時 30 分～（約 20 分）
場　所　市立図書館 1 階　児童図書室

らっこのじかん

☆☆☆図書館利用者カードについて☆☆☆
　市立図書館の資料（本、ビデオ等）を借りる時は利用者カー
ドが必要です。
　市内在住の人や市内に通勤、通学の人なら誰でも作ること
ができます。その際は本人確認ができる免許証等をカウンター
に提出してください。
　また、利用者カードを紛失した場合は、有料（100 円）で再
発行します。
　お気軽に職員までお申し付けください。

つどいの広場
子育て講座

　楽しいお話の中に「子育てアドバイス」がいっぱいです。
事前申込みの必要はありませんので、気軽にご参加くださ
い。
✿ 日　時　2月25日（水）午前10時15分開場
　　　　　　　　　　　　午前10時30分開始
　　　　　　　　　　　　午前11時30分終了予定

✿ 場　所　児童センター 3階　音楽室

日　時　3月1日（日）　午前10時～正午　　　　　　　　
場　所　市民会館大会議室
参加サークル　ぴょんぴょん広場、ハローフレンズ、リト
ミック、合唱団、英語そろばん、囲碁、将棋、体育教室、
手作り教室、ジョイ・ストリート

　児童センターで行われているサークルに参加している子どもたちが、1年間の成長を発表します。
　かわいい子どもたちの頑張る姿を応援に来てください。

　2月のつどいの広場は、
　心理カウンセラー三浦先生のお話です

【児童センター発表会】見に来てください！！

子育て中のお母さんあつまれ！

✿ 講　師　 心理カウンセラー　三浦　佑子　氏
✿ 演　題　「そのまんま母さん
　　　　　 ～頑張らなくてもいいんだよ～」
※駐車場は市役所裏駐車場をご利用ください。

問合せ先　
子育て支援課子育て支援係☎㉒1111（内線2813）
つどいの広場☎㉒2408

児童センター

展　示　どんぐりくらぶ（母親クラブ）来館者の手芸作品
問合せ先　児童センター☎㉓3303
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HEALTH

今月のレシピ 宇土市食生活改善推進員協議会 No.45

▪▪山菜おこわ▪▪
～具材に味をつけ、もち米といっしょに蒸せばおこわの出来上がりです！～

1 人あたり：267ｋcal、たんぱく質 5.7g、脂質 0.8g、塩分 0.7g

もち米 ………………… 3 合
山菜（水煮） …………150g
ごぼう ………………… 50g
しめじ ……………1/2 パック
（調味料）
酒………………… 小さじ 2
みりん …………… 小さじ 2
うす口しょうゆ … 小さじ 4

①もち米は洗って一晩水につけておく。
②しめじは石づきを取ってほぐし、ごぼうはささがきに

して水にさらす。
③なべに山菜と②を入れ、調味料を入れて煮汁が少な

くなるまで煮る。
④もち米をざるにあげ、水気をよく切り、③を混ぜ合

わせる。
⑤蒸し器にふきんを敷き、④を入れて 40 分くらい蒸す。

  材料（6 人分）   作り方

国民健康保険
節目健診（人間ドック）を実施します

　次の人を対象に、節目健診（人間ドック）を実施します。すでに「平成27年度各種健診申込票」を提出している人も、
この健診に変更して申込みできます。受診希望の人は、健康づくり課健診推進係へ節目健診申込書を提出してください。
対象となる人には別途通知しています。

対 象 者　受診日当日に宇土市国民健康保険被保険者で次の要
件に該当する人

（1）平成27年度中に次の節目年齢に到達する人
40歳‐昭和50年4月1日～昭和51年3月31日生まれの人
45歳‐昭和45年4月1日～昭和46年3月31日生まれの人
50歳‐昭和40年4月1日～昭和41年3月31日生まれの人
55歳‐昭和35年4月1日～昭和36年3月31日生まれの人
60歳‐昭和30年4月1日～昭和31年3月31日生まれの人
65歳‐昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生まれの人

（2）納期到来分までの国民健康保険税を完納している世帯の人

募集定員　先着200人（定員になり次第締切）
提出期限　2月27日(金)
健診機関　済生会熊本病院予防医療センターまたは　　　
　　日赤熊本健康管理センター
助 成 額　2万円、
　　　　　レディースコース（女性のみ）3万円
申込み・問合せ先　
健康づくり課健診推進係

（保健センター内）
☎㉒2300

・・
・・
・・

・・

・・

■「欧州研修」でThe　Best　Presentation　Awardを受賞
　12 月 7 日～ 12 月 14 日、2 年生 2 人がチェコ、フランスへ行きました。今年度春から、2
年生 5 人グループで課題研究として取り組んでいる「轟泉水道」の研究の成果発表を代表 2
人が欧州で英語によるプレゼンテーションを行いました。フランス共和国第 9 回国際先端科
学技術学生会議において、ベストプレゼンテーション賞を受賞しました。また、欧州の高校
生との意見交換や文化交流ができた研修でした。

■「ＳＳＨ（スーパー・サイエンス・ハイスクール）関東研修」に行ってきました
　12 月 11 日～ 13 日の 2 泊 3 日、高校 1 年生 47 人が関東研修に行ってきました。研修では、筑波宇宙センター、物質材料研
究機構、気象研究所、筑波実験植物園、高エネルギー加
速研究機構、筑波大学、理化学研究所に行きました。生
徒たちは世界トップレベルの研究を見ることができ、驚
きと感動の連続でした。関東研修の成果は、今後の研究
に役立てていきます。

英語での質疑応答

筑波宇宙センター 物質材料研究機構

熊本県立宇土高等学校
〒869－0454　宇土市古城町63
☎㉒0043　FAX ㉒4753
ＨＰ http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail  uto-h@pref.kumamoto.lg.jp
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37,941 人 （− 40人）

18,199 人 （− 19人）

19,742 人 （− 21人）

14,616 世帯（− 1世帯）

（　）内は前月比

平成
27 年 1 月1 日から 平成27 年 1 月 31 日まで

発生件数 11 件（− 4件）

死 者 数 0 人（± 0人）

負傷者数 19 人（− 5人）
（　）内は前年比

反射材　みんなに見えてる　その命

人口

市 の う ご き 市の交通事故発生件数
平成 27 年 2 月 1 日現在

東日本大震災義援金の受付は
平成27年3月末まで延長します

　市役所および福祉センターに募金箱を設置するほか、市民専用振込
口座を開設しています。引き続き、皆さまからの温かいご支援をお願
いします。
　1月末までに宇土市に寄せられた義援金は

1210万7489円
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）
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（
Ａ
）

健康相談 母子手帳交付
　妊娠がわかったら、母子手帳の交付を早めに受けましょう。
対 象 者　市内に住民票がある妊婦
交 付 日　毎週火曜日（祝日の場合はその週の月曜日、または水曜日）
　　　　  2月17日（火）、2月24日（火）、3月3日（火）、3月10日（火）、3月17日

（火）、3月24日（火）、3月31日（火）
交付時間　午前10時～午前11時
　　　　 （受付時間は午前10時～午前10時15分）
内　　容　母子手帳と妊婦健診受診票の交付、妊娠中の生活について

保健師・管理栄養士からの説明
　　　　　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒2300）

　保健センターでは、毎週金曜日に健康相
談を行っています。赤ちゃんから高齢者の
人まで、誰でも利用できます。お気軽にご
利用ください。
受付時間 午前9時～午前11時
 ※事前に電話での予約が必要で

す。（☎㉒2300）
内　　容 身体測定・体脂肪測

定・食事相談など

　水とう（水ぼうそう）、麻しん風しん2期（MR2期）、ジフテリア・破傷風2種混合（DT）、成人用肺炎球菌の4種類の
ワクチンは、接種期限が3月3１日（火）です。期限を過ぎると全額自己負担になります。期限間際になると、病院の予
約が取れない・体調不良などの理由で期限内に受けられないことがありますので、体調のよいときに早めに接種を受け
ましょう。

予防接種名 対象 接種期限 自己負担額 期限を過ぎた場合
（参考）

水とう
①1歳から3歳に至るまでの人
②3歳から5歳に至るまで（5歳の誕生日前日ま
　で）の人

①3歳の誕生日前日
②3月31日（火）

0円

10,500円

麻しん風しん2期
（MR2期）

平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれ
（年長児）

3月31日（火） 12,200円

ジフテリア・破傷
風2種混合（DT）

平成14年4月2日～平成15月4月1日生まれ
（小学6年生）

3月31日（火）
（ただし、13歳の誕生日
前日までは接種可能）

4,800円

成人用肺炎球菌

①平成26年度に、65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・
90歳・95歳・100歳以上を迎える人
※対象となる人には、12月に通知はがきをお

送りしています。
②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の

機能またはHIVによる免疫の機能に障がいを
有する人（身体障がい者手帳1級程度）

①3月31日（火）

②期限なし（H27年度以
降も定期接種の対象）

4,600円
※市内医療
機関の場合

8,600円

問合せ先　保健センター☎㉒2300

☆ご確認ください☆ 予防接種　お忘れではありませんか？？

平成 27・2  （38） 



■各種乳幼児健診・教室のお知らせ
月日 内容 受付時間 対象 場所

2/18
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

9時15分
25年10月
生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

2/26
（木） 3歳児健診 午後1時～

1時15分
24年1月
生まれ

3/2
（月） 3カ月児健診 午後1時

～1時15分
26年11月
生まれ

3/5
（木） 1歳6カ月児健診 午後1時

～1時15分
25年8月
生まれ

3/10
（火） 6カ月児健診 午後1時

～1時15分
26年8月
生まれ

3/12
（木） 2歳児歯科健診 午前9時～

9時15分
25年2月
生まれ

3/18
（水） 幼児歯科教室 午前9時

～9時15分
25年11月
生まれ

3/26
（木） 3歳児健診 午後1時

～1時15分
24年2月
生まれ

※ 1歳 6カ月児健診・3歳児健診・幼児歯科教室・2歳児歯科健診の
対象者には通知をお送りします。転入等で通知がお手元に届かな
い場合は保健センターまで問い合せください。

■日曜・祝日当番医  （診療時間：午前 9時～午後 5時）

月日 病院・医院名 診療科 電話

2/15
（日）

尾崎医院（本町1丁目） 内 ☎㉒0241

くまもと心療病院（松山町） 精・神 ☎㉒1081

2/22
（日）

七川医院（浦田町） 外・消 ☎㉒0555

高浜眼科医院（城之浦町） 眼 ☎㉒0108

3/1
（日）

本多胃腸科内科医院（浦田町） 内・リウ・泌 ☎㉒3692

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町） 耳・ア・小 ☎㉔1187

3/8
（日）

金森医院（本町6丁目） 外・内・胃 ☎㉒0017

吉野整形外科（高柳町） 整 ☎㉒6000

3/15
（日）

福田医院（本町3丁目） 内・小 ☎㉒0002

上野小児科医院（城之浦町） 小 ☎㉒0324

3/21
（土・祝）

宇土中央クリニック（浦田町） 内 ☎㉒1600

やまもと泌尿器科クリニック（南段原町） 泌・性 ☎�1411

3/22
（日）

石垣医院（浦田町） 内・小 ☎㉒1234

むらかみ眼科クリニック（南段原町） 眼 ☎㉒6600

3/29
（日）

吉窪内科放射線科医院（入地町） 内・消・放 ☎㉒3203

草場医院（松原町） 耳 ☎㉓5851

※当番医は変更になる場合があります。熊本県総合医療情報システ
ム「くまもと医療ナビ」のホームページ、または宇城広域連合北
消防署（☎� 0554）でご確認ください。

保健センター 告…知…板
記事に関する問い合せは、保健センター☎� 2300 まで

HEALTH

　今年も早いもので2月に入りました。暦の上では立春
と申しますが、まだまだ寒さ厳しい日が続いています。
空気が乾燥しやすくインフルエンザが流行しているこ
の時期、り患しないよう、体調管理には十分にご注意
ください。

　先月11日に、市民会館で市主催の成人式が開催され
ました。今年は約360人の新成人の皆さんが、二十歳の
門出の祝福を受けながら、成人への第一歩を踏み出さ
れました。会場では華やかな振袖や羽織袴、真新しい
スーツに身を包んだ新成人の皆さんが、懐かしい友人
との再会を喜ぶ姿や晴れの日を迎え記念撮影する光景
が見受けられました。式が始まるとそれまでの和やか
な表情から一転、厳粛な雰囲気の中、新成人の皆さん
の表情からは、『これから成人としての自覚と責任を持
ち、社会に第一歩を踏み出していく』強い決意が伝わっ
てきました。新成人の皆
さんが、多くの出会いに
恵まれ、若さとたくまし
い行動力で、それぞれが
思い描く夢を実現され
ることを心から願って
います。

　さて、国において、昨年11月に「まち・ひと・しご
と創生法」が成立しました。これを受け、私たち地方
公共団体としては、国や各地域における地方創生の動
きを注視しつつ、所要の対策を講じる必要があります。
さらに、国の予算を獲得するために、常にアンテナを
張りめぐらせ、情報を収集・分析し、一歩前にでる施
策展開に努めなければなりません。そのためにも、職
員の自主性や創意工夫を発揮し得る体制にし、幅広い
視点から活発な意見が飛び交う組織にしていくことが
必要だと感じています。

　1月5日に行った年頭の仕事始め式の中で、職員に対
し、「厳しい財政状況の中、最大限の成果を出すために、
職員一人ひとりがこれまで以上に、“もう一歩前へ”とい
う意識を持って業務に取り組んでほしい」と話をしま
した。現状に甘んじるのではなく、常に一歩先を見据
え業務に取り組む姿勢が、効果的・効率的な行政運営
につながっていくと考えます。

元 樹

市長室から

だ よ り
vol.13

げん き

「一歩前へ」
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　掲載希望の人（3歳まで）は誕生月の前月5日（5日が休日の
場合は前日）までにまちづくり推進課情報支援係に申込んでくださ
い。応募多数の場合は、抽選になります（過去に掲載されてい
ない人を優先します）。
問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒ 1111（内線 2206）

田
たじま

嶋　志
し ほ

帆ちゃん
（栗崎町）

Ｈ２6 年 ２ 月 1日生　1 歳

田
たなか

中　尊
たける

ちゃん
（境目町）

Ｈ２4 年 ２ 月 1日生　3 歳

山
やまだ

田　瑠
る な

奈ちゃん
（神合町）

Ｈ２5 年 ２ 月 ２7日生　２ 歳

大
おおはし

橋　一
いちか

華ちゃん
（岩古曽町）

Ｈ２6 年 ２ 月 ２0日生　1 歳
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